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論
文
要
旨

　
奈
良
盆
地
の
東
南
の
山
間
部
に
位
置
す
る
宇
陀
地
方
の
中
世
墓
地
に
つ
い
て
は
、
最
近
の

発
掘
調
査
に
ょ
っ
て
そ
の
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
例
が
い
く
つ
か
あ
る
。
そ
れ
ら
中
世
末

に
廃
絶
し
、
遺
跡
化
し
た
墓
地
に
対
し
て
、
こ
の
地
方
に
は
中
世
以
来
現
在
ま
で
そ
の
利
用

が
続
い
て
い
る
墓
地
が
あ
る
。
小
論
は
こ
の
両
者
を
総
合
し
て
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

中
世
の
宇
陀
に
お
け
る
葬
制
と
墓
制
の
展
開
過
程
を
追
求
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
発
掘

さ
れ
た
中
世
墓
地
は
い
ず
れ
も
三
〇
基
程
度
か
ら
九
〇
基
程
度
の
墓
で
構
成
さ
れ
る

も
の
で
、
地
上
に
は
石
組
を
も
ち
、
多
く
は
そ
の
上
に
五
輪
塔
や
箱
形
の
石
仏
な
ど
の
石
塔

類
を

立
て

て

い
た

ら
し
い
。
ま
た
そ
れ
ら
の
地
下
に
は
、
火
葬
骨
を
納
め
た
火
葬
墓
、
火
葬

施
設
、
土
葬
墓
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
二
二
世
紀
頃
か
ら
一
六
世
紀
頃
ま
で
存
続
し

た
も
の
で
、
一
五
世
紀
以
前
に
は
火
葬
墓
が
多
く
、
そ
れ
以
降
に
は
土
葬
墓
が
多
く
な
る
。

ま
た
石
塔
類
が
多
く
立
て
ら
れ
る
の
も
一
五
世
紀
以
後
の
よ
う
で
、
一
六
世
紀
前
半
ま
で
は

五
輪
塔
が
、
一
六
世
紀
後
半
に
は
箱
形
石
仏
が
用
い
ら
れ
た
ら
し
い
。
一
方
現
在
ま
で
続
く

墓
地
の

な
か
に
も
多
数
の
中
世
の
石
塔
が
遺
存
す
る
も
の
が
あ
り
、
中
世
の
段
階
で
は
発
掘

さ
れ
た
墓
地
と
同
様
の
景
観
・
内
容
・
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ

う
し
た
宇
陀
の
中
世
墓
地
は
、
い
ず
れ
も
こ
の
地
域
の
在
地
武
士
や
有
力
農
民
の
一
統

墓
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
ら
が
二
二
世
紀
頃
に
な
っ
て
こ
う
し
た
火
葬
墓
地
を
営
む
よ
う
に
な

る
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
律
宗
な
ど
の
下
層
僧
侶
の
積
極
的
な
働
き
か
け
が
あ
っ
た
の
で
あ

ろ
う
。
や
が
て
こ
れ
ら
の
墓
地
は
次
第
に
土
葬
の
墓
地
に
変
化
す
る
が
、
さ
ら
に
一
六
世
紀

後
半
に

な
っ
て
織
豊
政
権
に
よ
る
支
配
秩
序
の
変
革
が
行
わ
れ
る
と
、
主
と
し
て
在
地
武
士

層
に
よ
り
形
成
さ
れ
て
い
た
こ
の
地
の
中
世
墓
地
は
大
き
な
転
機
を
迎
え
る
。
そ
の
多
く
は

廃
絶

し
て
新
し
く
成
立
し
た
村
の
共
同
墓
地
に
統
合
さ
れ
た
り
、
一
部
は
地
域
の
民
衆
墓
を

も
含
み
込
ん
だ
地
縁
的
な
村
墓
に
変
質
す
る
。
血
縁
関
係
を
紐
帯
と
す
る
墓
地
か
ら
地
縁
関

係
を
紐
帯
と
す
る
墓
地
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
墓
地
の
再
編
成
と
と
も
に
葬
・

墓
制
自
体
も
大
き
く
変
化
す
る
。
そ
れ
は
村
単
位
の
埋
め
墓
と
は
別
に
多
く
は
家
単
位
の
詣

り
墓
を
営
む
両
墓
制
の
成
立
で
あ
る
。
そ
の
成
立
の
契
機
は
、
村
を
単
位
に
行
わ
れ
る
遺
骸

の

処
理
と
、
家
を
単
位
に
行
わ
れ
る
祖
先
祭
祀
の
矛
盾
の
解
消
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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は

じ
め
に

　
奈
良
盆
地
の
東
方
に
ひ
ろ
が
る
大
和
高
原
は
、
盆
地
部
を
「
国
中
（
く
ん
な
か
）
」

と
よ
ぶ
の
に
対
し
「
山
中
（
さ
ん
ち
ゅ
う
）
」
と
よ
ば
れ
る
。
宇
陀
地
方
は
、
こ
の
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
げ

中
と
よ
ぼ
れ
る
大
和
高
原
の
南
半
部
の
宇
陀
山
地
に
あ
た
り
、
北
は
都
而
高
原
、
南

は
吉
野
山

地
、
東
は
三
重
県
の
伊
賀
、
あ
る
い
は
南
で
は
伊
勢
と
境
を
接
し
て
い
る
。

大
和
川
水
系
に
属
す
る
奈
良
盆
地
と
は
異
な
り
、
淀
川
水
系
の
名
張
川
の
流
域
に
あ

た
っ

て

お

り
、
大
和
川
水
系
の
初
瀬
川
上
流
か
ら
木
津
川
水
系
の
宇
陀
川
流
域
へ
の

分
水
界
を

越

え
る
墨
坂
（
現
榛
原
町
西
峠
）
は
、
古
く
よ
り
大
和
か
ら
伊
賀
・
伊
勢

を

へ
て

東

国
に
至
る
交
通
の
要
衝
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
地
方
で
は
、
昭
和
四
〇
年
代
か
ら
の
西
部
の
口
宇
陀
盆
地
北
部
で
の
宅
地
開

発
、
あ
る
い
は
昭
和
五
〇
年
代
か
ら
始
ま
っ
た
大
和
高
原
農
地
開
拓
事
業
な
ど
に
と

も
な
っ
て
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
各
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
遺
跡
の
内
容

が

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
中
世
の
墓
地
が
い
く
つ
か
全
面
発
掘
さ
れ
、

そ

の

実
態
の
一
部
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ
と
は
、
奈
良
県
内
の
中
世
墓
地
、
と
く
に

村
落
墓
地
の

大
規
模

な
発
掘
調
査
例
が
き
わ
め
て
少
な
い
中
で
、
き
わ
め
て
貴
重
で

あ
る
（
図
1
）
。

　

一
方
奈
良
県
内
で
は
、
昭
和
三
〇
年
代
の
後
半
以
降
、
宇
陀
と
同
じ
大
和
高
原
に

位
置
す

る
都
祀
、
す
な
わ
ち
現
都
介
野
村
の
来
迎
寺
を
中
心
と
す
る
中
・
近
世
墓
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

に
対
す

る
竹
田
聴
洲
氏
の
歴
史
学
的
・
民
俗
学
的
な
総
合
的
調
査
・
研
究
が
あ
り
、

さ
ら
に
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
の
木
下
密
運
・
藤
沢
典
彦
・
吉
井
敏
幸
氏
ら
の
大
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

の

惣
墓
や
そ
の

石
塔
類
に

関
す
る
意
欲
的
な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
中
・
近
世

の
村
落
墓
地
の

研
究
の
進
展
に
は
著
し
い
も
の
が
あ
る
。
前
者
は
中
世
に
お
け
る
村

と
墓
と
寺
の
構
造
的
な
理
解
に
も
と
づ
き
、
祖
先
信
仰
と
の
癒
着
に
日
本
仏
教
の
特

質
を
求
め
る
竹
田
氏
の
民
俗
仏
教
論
の
基
礎
の
一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
こ
と
は
広

く
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
る
。
後
者
も
惣
墓
の
成
立
が
惣
郷
や
惣
村
と
よ
ば
れ
る
村

落
共
同
体
の
形
成
を
背
景
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
結
集
が
「
一
結
衆
」
あ

る
い
は
「
念
仏
講
衆
」
な
ど
と
よ
ぽ
れ
る
共
同
祭
祀
の
講
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
こ
と
、

さ
ら
に
そ
の
中
心
に
斎
戒
衆
と
よ
ぽ
れ
る
律
宗
寺
院
の
下
級
僧
侶
が
存
在
し
た
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

な
ど
、
葬
・
墓
制
と
中
世
仏
教
と
の
具
体
的
な
か
か
わ
り
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
大
和
の
中
世
墓
地
に
対
す
る
歴
史
学
的
あ
る
い
は
民
俗
学
的
研
究
が
、

中
世
の
宗
教
史
や
社
会
史
上
の
重
要
な
問
題
提
起
を
あ
い
つ
い
で
な
し
て
い
る
中
に

あ
っ
て
、
大
和
の
中
世
墓
地
の
考
古
学
的
な
研
究
は
あ
ま
り
活
発
と
は
い
え
な
い
。

こ
れ
は
国
中
、
す
な
わ
ち
盆
地
部
に
お
け
る
中
世
墓
地
の
発
掘
調
査
が
、
高
僧
貴
顕

の

墓
に

か
た

よ
り
、
民
衆
の
村
落
墓
地
に
つ
い
て
は
、
奈
良
市
古
市
町
の
城
山
中
世

　
　
　
　
（
4
）

墓
地
の

調
査

な
ど
を
除
い
て
大
規
模
な
調
査
が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
に

よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
墓
地
の
外
部
表
象
と
し
て
の
石
塔
類
に
依

存
す

る
現
存
墓
地
の
調
査
・
研
究
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
に
は
、
外
部
表
象
と
と
も

に
埋
葬
施
設
や
埋
葬
の
実
態
な
ど
下
部
構
造
と
の
一
体
的
把
握
が
ど
う
し
て
も
必
要

で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
も
発
掘
を
と
も
な
う
考
古
学
的
調
査
成
果
と
の
重
層
的
・
総

合
的

な
考
察
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

小
論
は
、
奈
良
県
で
も
中
世
墓
地
の
発
掘
調
査
例
の
比
較
的
多
い
宇
陀
地
方
を
取

り
上
げ
、
そ
れ
ら
の
発
掘
例
に
も
と
つ
い
て
、
考
古
学
の
立
場
か
ら
こ
の
地
域
の
中
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世
墓
地
の

展
開
過
程
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
宇
陀
地
方
の
場

合
も
、
発
掘
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
早
く
に
墓
地
と
し
て
の
役
割
を
終
え
た
廃

絶
墓
地
で

あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
、
中
世
以
来
現
在
ま
で
そ
の
機
能
を
は
た
し
続
け

て

い

る
墓
地
も
少
な
く
な
い
。
中
世
の
墓
地
に
は
あ
る
時
期
で
そ
の
役
割
を
終
え
、

遺
跡
化

し
た
墓
地
と
現
在
ま
で
存
続
す
る
墓
地
の
二
者
が
存
在
す
る
わ
け
で
あ
り
、

考
古
学
の

立
場
か

ら
も
当
然
前
者
の
み
で
な
く
、
後
者
を
も
視
野
に
入
れ
た
検
討
が

必
要
で

あ
ろ
う
。
こ
の
地
域
の
現
存
中
世
墓
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の

一
部
に

つ
い
て

予
備
的

な
調
査
を
行
っ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
今
後
の
研
究
の
方
向
を

探

る
意
味
で
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
も
合
わ
せ
て
宇
陀
の
中
世
墓
地
に
つ
い
て
予
察
的

な
検
討
を
試
み
て
み
た
。
今
後
に
残
さ
れ
た
問
題
が
あ
ま
り
に
も
多
い
が
、
ご
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

い

た
だ

け
れ
ぽ
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
）
竹
田
聴
洲
『
民
俗
仏
教
と
祖
先
信
仰
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
。

（
2
）
木
下
密
運
「
中
世
の
念
仏
講
衆
」
（
『
元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
年
報
』
三
号
、

　
　
一
九
七
〇
年
）
、
藤
沢
典
彦
「
大
和
の
墓
地
と
石
造
物
ー
生
駒
・
輿
山
墓
地
を
中
心
に
」

　
　
（
週
刊
朝
日
百
科
「
日
本
の
歴
史
」
別
冊
『
歴
史
の
読
み
方
』
3
　
考
古
学
へ
の
招
待

　
　
朝
日
新
聞
社
、
一
九
八
八
年
）
、
吉
井
敏
幸
ほ
か
『
近
畿
に
お
け
る
中
世
葬
送
墓
制
の

　
　
研
究
調
査
概
報
』
昭
和
五
九
年
度
（
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
、
一
九
八
五
年
）
、
吉
井
敏

　
　
幸
「
中
世
群
集
墓
か
ら
み
た
惣
墓
の
成
立
」
（
本
報
告
書
所
収
）
な
ど
。

（
3
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
細
川
涼
一
「
中
世
大
和
に
お
け
る
律
宗
寺
院
の
復
興
－
竹
林

　
　
寺
・
般
若
寺
・
喜
光
寺
を
中
心
に
ー
」
（
『
日
本
史
研
究
』
二
二
九
号
、
一
九
八
一
年
）
、

　
　
同
「
河
内
の
西
大
寺
末
寺
と
惣
墓
ー
西
琳
寺
・
教
興
寺
・
寛
弘
寺
1
」
（
『
中
央
史
学
』

　
　
一
〇
号
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
細
川
涼
一
氏
の
中
世
律
宗
の
下
級
僧
侶
に
関
す
る
一
連

　
　
の
研
究
が
重
要
な
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
同
氏
『
中
世
の
律
宗
寺

　
　
院
と
民
衆
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。

（
4
）
　
森
下
恵
介
ほ
か
「
古
市
城
跡
発
掘
調
査
報
告
」
（
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』

　
　
昭
和
五
五
年
度
、
一
九
八
一
年
）
。

（
5
）
　
こ
の
地
域
の
最
近
の
発
掘
調
査
の
成
果
に
も
と
つ
く
中
世
墓
地
の
研
究
と
し
て
は
、

　
　
楠
元
哲
夫
「
中
世
後
半
期
に
お
け
る
集
団
墓
地
1
と
く
に
そ
の
生
成
と
展
開
を
め
ぐ
っ

　
　
て
ー
」
（
『
末
永
先
生
米
寿
記
念
献
呈
論
文
集
』
坤
　
一
九
八
五
年
）
、
同
「
中
世
集
団
墓

　
　
地
の
地
域
相
ー
都
市
と
田
舎
ー
」
（
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
皿
『
考
古
学
と
地

　
　
域
文
化
』
所
収
、
一
九
八
七
年
）
が
あ
る
。
各
墓
地
の
年
代
比
定
を
は
じ
め
そ
の
結
論

　
　
に
も
同
意
し
が
た
い
が
、
教
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
。

一　

発
掘
さ
れ
た
宇
陀
の
中
世
墓
地

　
ま
ず
宇
陀
地
方
に
お
け
る
中
世
墓
地
の
発
掘
調
査
の
成
果
の
中
か
ら
、
ほ
ぼ
墓
地

の

全
体
像
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
六
例
に
つ
い
て
概
観
し
て
み
よ
う
。

O
　
榛
原
町
谷
畑
中
世
墓
地

　
榛
原
町
萩
原
字
谷
畑
に
位
置
し
た
中
世
墓
地
で
、
一
九
七
三
年
に
奈
良
県
立
橿
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

考
古
学
研
究
所
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
筆
者
ら
が
調
査
を
担
当
し
た
。
伊
勢

街
道
沿
い
の
宿
駅
で
あ
っ
た
萩
原
の
街
の
西
方
、
近
鉄
大
阪
線
榛
原
駅
と
西
峠
の
集

落
の
間
の
比
高
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
丘
上
に
位
置
し
、
五
輪
塔
や
石
仏
な
ど
の
石

造
物
が
散
乱
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
中
世
墓
地
の
存
在
が
知
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

直
径
約
一
〇
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
円
形
の
高
ま
り
が
あ
り
、
こ
の

高
ま
り
と
そ
の
ま
わ
り
に
墓
地
が
営
ま
れ
て
い
た
。
た
だ
そ
の
東
側
の
部
分
は
す
で

に
榛
原
第
一
小
学
校
の
校
地
の
造
成
で
削
ら
れ
墓
地
の
一
部
が
失
わ
れ
て
い
た
が
、

墓
地
全
体
の

ほ
ぼ

八
割
方
の
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
（
図
2
）
。

　
発
掘
調
査
の
結
果
、
約
六
〇
基
に
の
ぼ
る
、
地
上
に
石
組
を
と
も
な
う
中
世
の
墓
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図2　榛原町谷畑中世墓地（上地上の石組、下地下の遺構）
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図3　榛原町谷畑中世墓地の調査図
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な
い
し
火
葬
施
設
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
図
3
）
。
外
部
施
設
の
遺
存
状
態
は
あ
ま
り

よ
く
な
い
が
、
基
本
的
に
は
川
原
石
や
板
石
を
一
辺
○
・
七
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
程

度
の

方
形
に
配

し
た
も
の
で
、
そ
の
う
ち
三
基
に
一
基
の
割
合
で
組
合
せ
式
の
石
製

五
輪
塔
の

一
部
が

と
も
な
っ
て
い
た
。
い
ず
れ
も
小
型
の
も
の
で
復
元
高
五
〇
～
七

〇
セ
ン
チ
前
後
の
も
の
が
中
心
を
な
す
。
さ
ら
に
箱
仏
と
よ
ぼ
れ
る
屋
蓋
を
と
も
な

う
方
形
の
箱
形
の
石
仏
が
本
体
・
屋
蓋
と
も
三
個
体
ず
つ
出
土
し
て
お
り
、
箱
形
石

仏
を

外
部
表

象
と
し
た
も
の
も
何
基
か
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
出
土
し
た
五

輪
塔
の

う
ち
最
も
多
い
空
風
輪
の
部
分
で
も
一
四
個
体
で
あ
る
が
、
す
で
に
失
わ
れ

た

も
の
な
ど
を
も
考
え
る
と
、
本
来
は
外
部
に
石
組
を
も
つ
墓
の
う
ち
半
数
以
上
は

五
輪
塔
を

と
も
な
い
、
さ
ら
に
全
体
の
一
割
程
度
は
箱
形
石
仏
を
と
も
な
っ
て
い
た

と
推
定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
石
組
の
外
部
施
設
の
下
か
ら
は
、
方
形
の
土
墳
を
も
つ

土
葬

墓
一
七
基
、
火
葬
骨
を
納
め
た
小
土
墳
を
も
つ
火
葬
墓
約
三
〇
基
、
火
葬
施
設

と
考
え
ら
れ
る
長
方
形
土
墳
一
〇
基
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
土
葬
墓
の
多
く
は
長
さ

一
・

ニ

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
○
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
○
・
八
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
軸
を

南
北
に
お
く
長
方
形
の
土
墳
を
も
ち
、
人
骨
の
遺
存
し
て
い
た
B
一
〇
号
墓
、
D
一

号
墓
は
東

向
き
の
、
C
一
号
墓
は
西
向
き
の
い
ず
れ
も
側
臥
屈
葬
で
あ
っ
た
。
木
棺

の

構
造
は

不

明
で
あ
る
が
、
土
墳
の
形
態
か
ら
も
方
形
箱
形
の
も
の
で
あ
っ
た
と
推

定

さ
れ
る
。
副
葬
品
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
、
一
基
の
み
「
開
元
通
宝
」
一
枚

と
不
明
一
枚
の
合
わ
せ
て
二
枚
の
銅
銭
を
納
め
て
い
た
。

　
火
葬
墓
約
三
〇
基
の
う
ち
土
器
・
陶
器
の
蔵
骨
器
を
も
つ
の
は
六
基
の
み
で
、
そ

の

内
訳
は
瀬
戸
四
耳
壷
一
、
瓦
質
火
鉢
一
、
土
師
器
鍋
二
、
土
師
器
羽
釜
一
、
瓦
質

鍋
一
で
、
他
は
す
べ
て
蔵
骨
器
は
遺
存
せ
ず
、
火
葬
骨
の
出
土
状
態
か
ら
本
来
有
機

質
の
蔵
骨
器
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
副
葬
品
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ

な

い

が
、
土
師
器
鍋
の
蔵
骨
器
を
も
っ
て
い
た
C
四
号
墓
で
は
土
師
器
小
皿
五
枚
が

と
も
な
っ
て
い
た
。

　
火
葬
施
設
は
、
い
ず
れ
も
長
さ
一
・
○
～
一
・
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
○
・
七
～
一
．

ニ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
長
方
形
の
平
面
を
も
つ
土
墳
で
、
そ
の
底
部
か
ら
両
端
の
さ
ら

に
外
部
に
ま
で
の
び
る
溝
状
の
煙
道
を
も
つ
（
図
4
）
。
い
ず
れ
も
壁
面
は
火
を
う
け

て

赤
褐
色
を
呈
し
、
さ
ら
に
内
部
に
灰
・
炭
・
火
葬
骨
片
が
遺
存
す
る
と
こ
ろ
か
ら

も
火
葬
施
設
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
不
明
な
も
の
も
あ
る
が
、
そ
の
多
く

は
地
上
に
土
葬
墓
や

火
葬
墓
と
同
じ
よ
う
な
石
組
で
五
輪
塔
な
ど
を
立
て
た
外
部
施

設
が

と
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
土
墳
内
に
は
灰
・
木
炭
に
ま
じ
る
骨
片
と

巳、
一

「

鏡

紗　膓

㍗

　
　
　
黙
タ
ぴ

二
灘

ミ
［

羅
纏圃薩・纏環㌫繕、1

図4　榛原町谷畑中世墓地の火葬施設（A3号）
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は

別
に

火
葬
骨
が
ブ
ロ
ッ
ク
に
な
っ
て
遺
存
し
て
い
る
も
の
が
多
く
、
有
機
質
の
蔵

骨
器
に
入
れ

ら
れ
て
火
葬
土
墳
内
に
納
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
火
葬
骨
の
ブ
ロ

ッ

ク
の
上
部
を
常
滑
甕
の
底
部
や
瓦
質
の
摺
鉢
で
覆
っ
た
も
の
も
み
ら
れ
た
。
し
た

が

っ

て

こ
れ
ら
の
多
く
は
火
葬
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
そ
れ
自
体
火
葬
墓
で
も
あ
っ

た
こ

と
が
知
ら
れ
る
。
な
お
火
葬
土
墳
内
に
土
師
器
小
皿
を
と
も
な
う
も
の
が
多
い

こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
±
師
器
小
皿
の
中
に
は
底
部
に
二
つ
の
小
孔
を
穿

っ

た
も
の
が
少
な
く
な
い
。

　
谷
畑

中
世
墓
地
の
遺
物
の
う
ち
、
外
部
表
象
の
石
造
物
に
は
紀
年
銘
を
も
つ
も
の

は

な
い
が
、
火
葬
墓
の
蔵
骨
器
に
は
、
　
一
三
世
紀
の
中
葉
～
後
半
に
さ
か
の
ぼ
る
瀬

戸
の

四
耳
壼
（
図
5
）
、
器
高
が
低
く
底
部
が
平
ら
で
く
の
字
形
に
外
反
す
る
口
縁
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

を

も
つ
一
三
世
紀
後
半
の
瓦
質
鍋
、
水
平
近
く
に
外
反
す
る
口
縁
部
を
も
つ
一
四
世

紀
末
～
一
五
世
紀
は
じ
め
の
土
師
器
鍋
、
一
五
世
紀
前
半
の
瓦
質
火
鉢
、
直
角
に
近
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

内
折
す
る
口
縁
部
を
も
つ
特
長
か
ら
一
五
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
る
土
師
器
羽
釜
な

ど
一
三
世
紀
か
ら
一
五
世
紀
の
も
の
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
火
葬
施
設
出
土
の
土
師
器

小

皿
に
は
外
面
の

底
部
立
ち
上
が
り
付
近
か
ら
上
部
に
横
ナ
デ
を
施
し
た
＝
二
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

に

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
の
あ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。
小
型
の
五
輪
塔
に
つ

い
て

は
奈

良
市
古
市
城
山
墓
地
で
同
じ
よ
う
な
形
態
の
も
の
が
多
数
出
土
し
て
い
る

が
、
そ
の
う
ち
に
康
正
二
年
（
一
四
五
六
）
、
文
明
一
五
年
（
一
四
八
三
）
、
明
応
四

年

（
一
四
九

七
）
、
永
正
五
年
（
一
五
〇
八
）
な
ど
の
年
号
銘
を
地
輪
に
刻
し
た
も
の

が

あ
り
、
一
五
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
は
じ
め
に
盛
ん
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
古
市
城
山
墓
地
の
屋
蓋
を
と
も
な
う
箱
形
の
石
仏
に
は
文

亀
二
年
（
一
五
七
一
）
の
銘
の
も
の
が
あ
り
、
こ
の
種
の
箱
仏
が
一
六
世
紀
後
半
を

灘灘
…
蒙
▽

妻
、

　　蕪　　　　　灘難購　灘

図5　榛原町谷畑中世墓地出土の瀬戸四耳壼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

中
心
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
出
土
遺
物
の
年
代
か
ら
判
断
す
る
と
、
こ
の
谷
畑
中
世
墓
地
は
、
造
墓

の
最

も
盛
ん
な
時
期
は
一
五
～
一
六
世
紀
で
あ
る
と
し
て
も
、
一
三
世
紀
か
ら
一
六

世
紀
後
半

ま
で
の
間
、
ほ
ぼ
断
絶
な
く
墓
地
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
た
も
の
で
あ

る
。
　
一
三
・
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
い
ず
れ
も
火
葬
な
い
し
火
葬
施
設
に

か
か

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
最
初
は
火
葬
施
設
を
と
も
な
う
火
葬
墓
地
と
し

て

は

じ
ま
り
、
お
そ
ら
く
一
五
世
紀
代
か
ら
土
葬
に
転
換
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た

だ

火
葬
墓
や
火
葬
施
設
に
も
五
輪
塔
の
型
式
な
ど
か
ら
一
五
世
紀
後
半
に
下
る
も
の

も
あ
り
、
一
五
世
紀
代
に
は
両
老
が
並
び
行
わ
れ
た
可
能
性
が
大
き
い
。

　

こ
う
し
た
年
代
観
を
も
と
に
、
あ
ら
た
め
て
墓
地
全
体
を
み
る
と
、
墓
地
中
央
の

最
高
所
に
は
数
基
の
土
葬
墓
が
あ
り
、
そ
の
周
り
を
と
り
囲
む
よ
う
に
火
葬
施
設
や
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火
葬
墓
が
ひ
ろ
が
り
、
さ
ら
に
そ
の
外
側
に
土
葬
墓
が
配
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ

る
。
お
そ
ら
く
こ
の
墓
地
が
形
成
さ
れ
始
め
た
初
期
に
は
、
中
央
の
最
高
所
に
は

何
か
墓
地
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
る
よ
う
な
も
の
が
置
か
れ
、
そ
の
ま
わ
り
で
火
葬
が
行

わ

れ
、
火
葬
施
設
に
接
し
て
火
葬
墓
が
営
ま
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
一
五
世

紀
以
降
に
な
っ
て
土
葬
が
は
じ
ま
る
と
、
埋
葬
は
火
葬
墓
群
の
さ
ら
に
外
周
り
と
、

墓
地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
中
央
の
高
所
部
に
も
及
ん
だ
も
の
と
考
え
て

大
過
な
か
ろ
う
。

　
な

お
外
部
表
象
と
し
て
の
石
塔
と
下
部
の
埋
葬
と
の
関
係
で
は
、
土
葬
墓
に
は
木

棺
の
腐
朽
に
と
も
な
っ
て
上
部
の
石
組
の
石
材
と

こ
と
を
示
す
も
の
と
し
て
興
味
深
い
。

　
　
⇔
　
榛
原
町
大
王
山
東
尾
根
中
世
墓
地

　
　
　
　
し
も
い
だ
に

　
榛
原
町
下
井
足
の

通
称
大
王

山
に
位
置
し
た
中
世
墓
地
で
、
町
立
大
王
小
学
校
の

建
設
に
先
立
っ
て
一
九
七
三
年
に
発
掘
調
査
が
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
よ

　
　
　
　
（
6
）

っ

て

行
わ
れ
た
。
そ
の
位
置
は
近
鉄
榛
原
駅
の
西
南
方
約
一
キ
ロ
、
宇
陀
川
と
芳
野

川
の
合
流
点
の
す
ぐ
上
手
の
南
か
ら
北
へ
の
び
る
、
平
地
と
の
比
高
二
〇
メ
ー
ト
ル

あ
ま
り
の
低
い
尾
根
上
に
立
地
し
て
い
た
。
同
じ
尾
根
上
に
は
、
中
世
墓
地
と
重
複

と
も
に
五
輪
塔
の
一
部
が
陥
没
し
て
い
た
も
の
が

少

な
か
ら
ず
み
ら
れ
、
ま
た
石
組
中
か
ら
石
仏
が

検

出
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
土
葬

墓
に

は

五
輪
塔
あ
る
い
は
石
仏
を
と
も
な
っ
た
も

の
が

多
い
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
一
方
火
葬
施

設
の

上
の

石
組
中
か
ら
五
輪
塔
の
一
部
が
出
土
し

た
例

も
あ
り
、
五
輪
塔
が
火
葬
施
設
や
火
葬
墓
に

も
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。
な

お
、
土
葬
墓
の
上
部
の
石
組
や
石
塔
が
棺
の
腐
朽

に

と
も
な
っ
て
陥
没
し
て
い
た
こ
と
は
、
石
塔
の

造
立
の

時
期
が
埋
葬
と
さ
ほ
ど
隔
た
り
の
な
い
時

期
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
埋
葬
後
の
墓
地
の
管

理
が
必
ず

し
も
行
き
届
い
た
も
の
で
は
な
か
っ
た

へ

）噸

口
④

E地区

　　　　日≒
口
口

0　　　　　　　　　　　　10m

図6　榛原町大王山東尾根中世墓地　地上施設の配置図
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し
て
径
一
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
五
世
紀
の
古
墳
が
あ
る
。
ま
た
墓
地
の
す
ぐ
北
に
接

し
て
弥
生
時
代
終
末
期
の
長
辺
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
短
辺
一
五
メ
ー
ト
ル
、
高
さ
一
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
方
形
台
状
墓
が
あ
り
、
さ
ら
に
尾
根
の
南
方
、
墓
地
か
ら
鞍
部
を
介

し
た
高
所
は
明
治
初
期
ま
で
存
続
し
た
大
王
寺
の
跡
で
あ
る
。

　
中
世
墓
地
は
、
尾
根
の
頂
部
の
平
坦
面
か
ら
一
部
西
側
の
斜
面
に
か
け
て
の
東
西

二
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
幅
で
、
長
さ
南
北
四
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
範
囲
に
営
ま
れ
て

い

た

（
図
6
）
。
総
数
九
〇
基
ほ
ど
の
墓
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
大
部
分

は
地
上

に
、
小
規
模
な
も
の
で
一
辺
○
・
七
メ
ー
ト
ル
か
ら
大
規
模
な
も
の
で
一
辺

一
・

七

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
方
形
の
範
囲
に
石
を
敷
き
つ
め
た
施
設
を
も
つ
。
こ
れ
ら

の
方
形
の

石
組

は
、
尾
根
上
の
墓
道
と
想
定
さ
れ
る
空
間
を
お
い
て
左
右
に
整
然
と

並
ん

で
配

さ
れ
て
お
り
、
よ
く
整
備
さ
れ
た
墓
地
景
観
が
復
元
で
き
る
。
ま
た
付
近

で
五
輪
塔
、
箱
形
石
仏
、
宝
薩
印
塔
な
ど
多
数
の
石
塔
類
が
出
土
し
て
お
り
、
墓
の

多
く
は
本
来
石
組
の
上
に
五
輪
塔
、
箱
形
石
仏
、
宝
俵
印
塔
な
ど
の
石
塔
類
が
建
て

ら
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
調
査
者
は
、
一
部
に
埋
葬
を
と
も
な
わ
な
い
供
養

塔

と
し
て
造
立
さ
れ
た
石
塔
の
存
在
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
二
次
的
な
移
動
を
も
考

慮
す

る
と
、
本
来
的
に
は
地
下
の
埋
葬
に
対
応
し
て
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
べ

き
で
あ
ろ
う
。
五
輪
塔
は
組
合
せ
タ
イ
プ
の
も
の
で
、
最
も
数
多
く
の
こ
っ
て
い
る

空
風
輪
が
二
五
個
あ
り
、
さ
ら
に
四
方
に
複
弁
の
蓮
弁
を
彫
っ
た
台
座
が
二
九
個
発

見

さ
れ
て
い
る
。
石
塔
の
大
半
が
残
っ
て
い
た
と
す
れ
ぽ
、
三
基
に
一
基
が
五
輪
塔

を

持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
が
、
転
用
の
容
易
な
地
輪
な
ど
は
八
個
し
か
残
存
せ
ず
、

相
当
数
は
持
ち
去
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
実
際
に
は
墓
の
大
半
は
五
輪
塔

を

と
も
な
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
箱
形
石
仏
は
本
体
は
二
個
体
出
土

し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
が
、
そ
の
屋
蓋
は
＝
個
あ
り
、
五
輪
塔
三
に
対
し
一
の
割

合
で
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
宝
俵
印
塔
は
破
片
が
二
点
み
ら
れ
る
に
す

ぎ
な
い
。

　

こ
の
大
王
山
東
尾
根
中
世
墓
地
で
調
査
さ
れ
た
墓
の
地
下
施
設
は
そ
の
ほ
と
ん
ど

が
火
葬
墓

で
、
土
葬
墓
と
想
定
さ
れ
る
も
の
は
西
斜
面
中
腹
で
検
出
さ
れ
た
長
さ

一
・

七
五
セ

ン

チ
、
幅
○
・
九
五
セ
ソ
チ
の
土
墳
（
C
一
〇
号
墓
）
一
基
に
す
ぎ
な

い
。
ま
た
谷
畑
中
世
墓
で
検
出
さ
れ
た
よ
う
な
明
確
な
火
葬
施
設
も
み
ら
れ
な
い
。

火
葬
墓
に
は
、
須
恵
器
、
瀬
戸
、
信
楽
、
常
滑
、
土
師
器
羽
釜
、
土
師
器
鍋
、
瓦
質

土
器

な
ど
の
や
き
も
の
を
蔵
骨
器
に
用
い
た
も
の
の
ほ
か
、
蔵
骨
容
器
が
遺
存
し
な

い

と
こ
ろ
か
ら
有
機
質
の
蔵
骨
器
を
用
い
た
と
推
定
さ
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。

副
葬
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
が
、
墓
の
内
部
や
石
組
の
付
近
か
ら
相
当
量
の

土
師
器
皿
と
小
量
の
瓦
器
椀
な
ど
が
み
つ
か
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　

出
土
し
た
蔵
骨
器
に
は
、
一
二
世
紀
末
な
い
し
一
三
世
紀
初
頭
の
常
滑
長
頸
瓶
、

一
三
世
紀
前
半
～
中
葉
及
び
一
四
世
紀
前
半
の
瀬
戸
四
耳
壼
、
一
四
世
紀
の
信
楽
壼

三
、
　
一
五
世
紀
後
半
の
瀬
戸
鉄
紬
四
耳
壼
、
さ
ら
に
一
五
世
紀
前
後
の
土
師
器
羽
釜
、

土
師
器
鍋
、
土
師
器
壼
な
ど
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
土
師
器
の
皿
に
も
一
三
～
一
六
世

紀
の
各
時
期
の
も
の
が
、
瓦
器
椀
に
は
一
四
世
紀
の
も
の
が
あ
る
。

　

一
方
五
輪
塔

も
谷
畑
墓
地
同
様
一
五
世
紀
か
ら
＝
ハ
世
紀
前
半
こ
ろ
の
も
の
が
多

い

と
思
わ
れ
る
が
、
な
か
に
は
後
述
す
る
大
宇
陀
町
大
蔵
寺
墓
地
の
正
平
六
年
二

三

五
一
）
銘
の
五
輪
塔
に
近
い
型
式
的
特
徴
を
も
ち
、
一
四
世
紀
に
遡
る
可
能
性
の

あ
る
も
の
も
み
ら
れ
る
。
ま
た
＝
ハ
世
紀
後
半
に
中
心
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
箱
形

石
仏

も
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
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料
か

ら
、
大
王
山
東
尾
根
墓
地
は
一
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
、
一
六
世
紀
後
半
ま

で
ほ
ぼ

断
絶
な
く
使
用
さ
れ
た
墓
地
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
こ
こ
で
も
一

三
・
一
四
世
紀
に
比
し
一
五
・
一
六
世
紀
に
墓
地
の
利
用
が
活
発
化
す
る
こ
と
は
確

か
で

あ
ろ
う
。
な
お
一
基
だ
け
み
ら
れ
る
土
葬
墓
は
、
土
墳
内
か
ら
出
土
し
て
い
る

土
師
器
の
小
皿
が
、
口
縁
の
立
ち
上
が
り
が
比
較
的
急
な
特
徴
を
も
つ
も
の
で
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

二
世
紀
に
遡
る
可
能
性
が
大
き
い
。

　

こ
の
よ
う
に
大
王
山
東
尾
根
墓
地
は
、
二
二
世
紀
頃
か
ら
一
六
世
紀
に
及
ぶ
墓
地

で
、
谷
畑
墓
地
と
は
異
な
り
基
本
的
に
は
火
葬
墓
の
み
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
顕
著

な

火
葬
施
設
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
、
墓
地
の
下
限
が
箱
形
石
仏
の
存
在
か
ら
一
六
世

紀
後
半
に

ま
で
及
ぶ
に
も
か
か
わ
ら
ず
横
臥
屈
葬
の
土
葬
墓
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
は

注

意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
谷
畑
墓
地
に
比
べ
て
地
上
の
石
組
に
も
大
き
い
も
の

が

多
く
、
さ
ら
に
五
輪
塔
は
谷
畑
例
よ
り
ひ
と
ま
わ
り
大
き
い
復
元
高
八
〇
セ
ン
チ

前
後

（
台
座
を
含
ま
な
い
）
の
も
の
も
み
ら
れ
、
谷
畑
で
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
か

っ

た

台
座
を
も
つ
も
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
墓
地
を
営
ん
だ
集
団
が

階
層
的
に
高
い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
理
解
し
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

　

な
お
、
大
王
山
東
尾
根
か
ら
谷
を
は
さ
ん
で
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
西
側
の
尾
根
上
に

は
径
一
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
五
世
紀
後
半
の
円
墳
が
、
さ
ら
に
そ
の
北
に
は
や
は
り

五
世
紀
後
半
の
墳
丘
長
二
六
メ
ー
ト
ル
の
南
に
前
方
部
を
配
し
た
小
前
方
後
円
墳
が

あ
る
。
こ
の
円
墳
の
北
側
の
周
溝
部
分
か
ら
七
基
の
円
形
土
墳
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

う
ち
一
基
か
ら
青
白
磁
の
合
子
が
出
土
し
、
周
溝
の
外
側
か
ら
も
三
基
の
小
土
墳
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

み

つ
か

り
、
付
近
か
ら
一
〇
世
紀
頃
の
土
師
器
皿
が
出
て
い
る
。
ま
た
円
墳
の
南
側

か

ら
は
地
上
に
石
組
を
も
つ
方
形
の
土
墳
四
基
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
う
ち
一
基
か

ら
は
八
稜
鏡
が
人
骨
の
一
部
と
と
も
に
検
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
平
安
時
代
の

土
葬
墓
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
方
後
円
墳
の
前
方
部
前
面
の
周
溝
内
か
ら
八
稜
鏡

や
鉄
製
紡
鍾
車
が
一
〇
世
紀
頃
の
土
師
器
皿
な
ど
と
共
に
出
土
し
て
い
る
が
、
こ
れ

も
同
時
期
の
墓
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
大
王
山
の
西
尾
根
上
の
古
墳
の
周
囲
に
は

一
〇
世
紀
か
ら
一
二
世
紀
頃
に
か
け
て
の
墓
が
一
〇
数
基
検
出
さ
れ
て
お
り
、
い
ず

れ
も
伸
展
葬
で
は
な
い
土
葬
の
土
墳
墓
で
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
き
と
う
げ

　
　
⇔
　
榛
原
町
能
峠
南
山
中
世
墓
地

　
前
記
大
王

山
東
尾
根
中
世
墓
地
よ
り
芳
野
川
を
隔
て
て
東
南
方
約
一
キ
ロ
の
、
榛

　
　
か
み
い
だ
　
に

原
町
上
井
足
に
位
置
し
、
大
和
高
原
農
地
開
拓
事
業
に
と
も
な
い
一
九
八
二
年
に
奈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
よ
っ
て
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
の
際
に
南
山

と
名
付
け
ら
れ
た
丘
陵
は
比
高
五
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
独
立
丘
陵
で
、
丘
陵
の
主
脈

上
か

ら
北
へ
の
び
る
尾
根
上
に
は
弥
生
時
代
終
末
期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
の
台
状
墓

が
、
主
脈
上
か
ら
そ
の
南
斜
面
に
は
古
墳
時
代
後
期
の
古
墳
が
数
多
く
営
ま
れ
て
い

る
。
中
世
墓
地
は
北
へ
の
び
る
尾
根
上
に
、
一
部
台
状
墓
と
重
複
し
て
営
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
範
囲
は
南
北
二
五
メ
ー
ト
ル
の
長
さ
に
わ
た
り
、
幅
は
一
ニ
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
で
あ
る
（
図
7
）
。

　
発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
中
世
墓
地
関
係
の
遺
構
は
二
三
基
で
、
う
ち
一
二
基
は

火
葬
骨
を
収
納
し
た
火
葬
墓
、
七
基
は
火
葬
施
設
、
四
基
は
土
葬
墓
で
あ
る
。
外
部

施
設

と
し
て
の
石
組
遣
構
の
依
存
状
況
は
悪
く
、
わ
ず
か
に
火
葬
墓
一
、
火
葬
施
設

一
に

認
め
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
が
、
他
に
地
下
に
遺
構
が
発
見
さ
れ
て
い
な
い
石
組

が
四
個
所
ほ

ど
あ
っ
た
。
石
塔
類
に
は
、
五
輪
塔
と
箱
形
石
仏
の
屋
蓋
が
あ
る
。
五
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石

＼
集号

㊥
、

　
　
　
　
　
　
　
　
○

ズ
新
診
4

　
　
　
号

Q
O
o

輪
塔
に
は
空
風
輪
二
、
火
輪
一
、
地
輪
三
が
あ
り
、
地
輪
の
一
つ
に
は
一
側
面
に
半

肉
彫
の
仏
像
の
座
像
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
箱
形
石
仏
の
屋
蓋
は
一
に
す
ぎ
な
い
。
な

お
五
輪
塔
の
地
輪
三
の
う
ち
二
は
火
葬
施
設
の
土
墳
内
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
棺
台

に
転
用
さ
れ
て
い
た
。

　
火
葬
骨
を

収
納

し
た
火
葬
墓
は
い
ず
れ
も
方
形
な
い
し
楕
円
形
の
土
墳
に
火
葬
骨

を
納
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
や
き
も
の
の
蔵
骨
器
を
と
も
な
わ
ず
、
火
葬
骨
は
す
べ

て

有
機
質
の
容
器
に
納
め
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
一
方
火
葬
施
設

に

は
、
谷
畑
中
世
墓
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
長
方
形
の
平
面
の
土
墳
で
底
部
に
長
軸
の

図7　榛原町能峠南山中世墓地の調査図

方

向
に
墳
外
に
ま
で
の
び
る
煙

道
を

と
も
な
う
も
の
が
一
基
み

ら
れ
る
ほ
か
は
長
方
形
な
い
し

楕

円
形
の
土
墳
で
あ
る
。
後
者

の

う
ち
長
方
形
の
土
墳
の
一
基

（
三
号
墓
）
で
は
、
長
さ
二
・
七

メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
ニ
メ
ー
ト

ル
ほ

ど
の
大
き
な
火
葬
土
墳
を

埋
め

た

あ
と
そ
の
中
央
に
長
さ

一
メ
ー
ト
ル
、
幅
五
〇
セ
ン
チ

ほ

ど
の
土
墳
を
穿
ち
、
火
葬
骨

と
灰
を
納
め
て
い
た
。
大
き
な

火
葬
土
墳
の
中
央
部
に
正
確
に

重

な
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
の
火

葬
土
墳
で
火
葬
に
付
し
た
遺
骨
を
集
骨
し
て
中
央
の
小
土
墳
に
納
め
た
可
納
性
が
想

定

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
以
外
の
火
葬
施
設
で
は
特
に
集
骨
し
た
火
葬
骨
を
埋

納

し
た
状
況
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
火
葬
施
設
と
は
別
に
火
葬
骨
を
埋
納
し
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。

　
土
葬
墓
に
は
、
径
六
〇
～
八
五
セ
ン
チ
の
円
形
土
墳
を
も
つ
も
の
、
長
径
一
・
四
メ

ー
ト
ル
の
長
楕
円
形
土
墳
を
も
つ
も
の
、
長
さ
二
・
八
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
四
メ

ー
ト
ル
の
長
方
形
土
墳
を
と
も
な
う
も
の
な
ど
が
あ
る
。
円
形
土
墳
の
も
の
に
は
八

B
号
墓
の
よ
う
に
壮
年
男
性
の
西
向
き
の
座
臥
屈
葬
例
が
あ
り
、
桶
状
の
棺
を
用
い
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た

も
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
長
楕
円
土
墳
の
二
三
号
墓
か
ら
は
若
い
女
性
の
仰
臥
屈
葬

例
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
桶
状
棺
を
用
い
た
考
え
ら
れ
る
八
B
号
墓
と
六

B
号
墓
は
と
も
に
火
葬
施
設
と
重
複
し
て
お
り
、
火
葬
施
設
よ
り
遅
れ
る
も
の
で
あ

る
こ
と
が
確
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
八
B
号
墓
で
は
開
元
通
宝
、
政
和
通
宝
な
ど
六
枚

の

銭
貨
が
人
骨
の

胸
元
か

ら
出
土
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
い
わ
ゆ
る
六
文
銭
副
葬
の

風
習
は
近
世
に
一
般
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
例
が
こ
の
墓
地
の
存
続
期
間
の
中
で

も
新
し
い
時
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
長
楕
円
土
墳
で
仰
臥
屈
葬

の

二
三
号
墓
か

ら
は
四
枚
の
永
楽
通
宝
が
出
土
し
て
お
り
、
一
五
世
紀
以
前
に
は
さ

か
の

ぼ

ら
な
い
。
な
お
、
火
葬
墓
の
一
号
墓
か
ら
も
紐
で
結
ぽ
れ
誘
着
し
た
六
文
銭

が
出
土
し
て
い
る
。

　
や
き
も
の
の
蔵
骨
器
が
ま
っ
た
く
出
土
し
て
い
な
い
た
め
に
こ
の
墓
地
の
年
代
に

つ
い
て

は

不

明
な
と
こ
ろ
が
多
い
が
、
煙
道
付
き
の
火
葬
施
設
は
谷
畑
中
世
墓
の
調

査
結
果
か

ら
は
一
三
～
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
多
い
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
、

土
師
器
の
皿
の
中
に
は
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
（
一
〇
号
墓

　
（
1
1
）

出
土
品
）
な
ど
が
あ
り
、
墓
地
の
始
ま
り
が
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
は
ま
ず

確
実
で
あ
ろ
う
。
下
限
に
つ
い
て
は
、
箱
形
石
仏
の
存
在
か
ら
一
六
世
紀
後
半
に
及

ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
能
峠
南
山
中
世
墓
地
は
、
火
葬
施
設
、
火
葬
墓
、
土
葬
墓
か
ら
な
る
点

で
谷
畑

中
世
墓
地
に
近
い
が
、
火
葬
施
設
を
即
火
葬
墓
と
す
る
も
の
が
み
ら
れ
な
い

　
　
　
　
　
（
1
2
）

と
こ
ろ
が
異
な
る
。
な
お
造
墓
の
開
始
は
谷
畑
例
よ
り
や
や
遅
れ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
一
四
世
紀
に
は
火
葬
施
設
、
火
葬
墓
と
し
て
始
ま
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お

き
た
い
。
下
限
に
つ
い
て
は
六
文
銭
を
と
も
な
う
も
の
が
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
谷

畑
墓
地
よ
り
や
や
下
が
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
石
塔
に
光
背
五
輪
塔
（
尖
頭
状
五

輪
板
碑
）
な
ど
近
世
初
期
の
も
の
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
も
一
七
世

紀
に

は
降
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
こ
の
能
峠
南
山
の
主
脈
上
に
は
、
平
安
時
代
の
初
期
の
も
の
か
と
推
定
さ
れ

る
木
櫃
墓
五
基
が
、
ま
た
主
脈
の
頂
上
部
に
近
い
北
東
斜
面
に
は
平
安
中
期
こ
ろ
の

も
の
か
と
推
定
さ
れ
る
方
形
土
墳
が
六
基
ほ
ど
検
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
主
脈
上

に

立
地
す

る
後
期
古
墳
の
一
号
墳
の
横
穴
式
石
室
は
、
平
安
時
代
前
期
に
木
棺
を
と

も
な
う
埋
葬
が
羨
道
部
に
行
わ
れ
、
さ
ら
に
一
二
世
紀
に
は
天
井
石
が
と
り
除
か
れ

火
葬
場
と
し
て
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
号
墳
の
横
穴
式
石
室
も
平
安
時
代
前

期
に
木
棺
を
と
も
な
う
埋
葬
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る
。

四
　
榛
原
町
野

山
北
斜
面
中
世
墓
地

　

こ
の
野
山
中
世
墓
地
は
、
前
記
の
能
峠
南
山
中
世
墓
地
の
所
在
す
る
上
井
足
か
ら

さ
ら
に
芳
野
川
を
南
に
三
キ
ロ
ほ
ど
さ
か
の
ぼ
っ
た
、
芳
野
川
東
岸
の
榛
原
町
沢
に

位
置
す

る
も
の
で
、
や
は
り
大
和
高
原
農
地
開
拓
事
業
に
と
も
な
っ
て
、
一
九
八
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

年
に
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
よ
り
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

墓
地
は
野

山
と
い
う
小
字
名
を
も
つ
丘
陵
の
西
南
斜
面
に
長
さ
約
一
五
メ
ー
ト
ル
、

幅
五
～
ニ
メ
ー
ト
ル
の
平
坦
地
を
造
成
し
て
営
ま
れ
て
い
る
（
図
8
）
。

　
総
数
三
四
基
の
墓
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
は
地
上
に
方
形
な
い
し
不
整

形
の

石
組
を

と
も
な
う
。
そ
の
う
ち
大
き
な
も
の
は
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
・
八

メ
ー
ト
ル
の
規
模
を
も
つ
。
さ
ら
に
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
は
石
組
の
上
に
五
輪
塔

な
い
し
箱
形
の
石
仏
を
と
も
な
っ
て
い
た
。
遺
存
し
て
い
た
五
輪
塔
は
、
空
風
輪
五
、
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火
輪
五
、
水
輪
二
、
地
輪
七
で
あ
る
。
一
方
、
箱
形
石
仏
の
屋
蓋
が
二
個
あ
る
。
な

お

S
T
三
号
墓
で
は
一
つ
の
石
組
に
二
基
の
五
輪
塔
が
並
べ
て
造
立
さ
れ
て
い
た
ら

し
く
、
地
輪
二
が
並
ん
で
発
見
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
石
組
の
下
に
営
ま
れ
た
墓
の
う
ち
構
造
の
明
ら
か
な
も
の
は
す
べ
て
火

葬
墓

と
考
え
ら
れ
る
。
墓
地
の
最
も
西
寄
り
で
検
出
さ
れ
た
須
恵
器
の
瓶
を
蔵
骨
器

の

外
容
器
と
し
て
利
用
し
て
い
た
S
T
三
〇
号
墓
以
外
は
や
き
も
の
の
蔵
骨
器
を
使

用
し
て
お
ら
ず
、
す
べ
て
有
機
質
の
容
器
を
用
い
た
ら
し
い
。

　

こ
の
須
恵
器
瓶
は
一
二
世
紀
中
葉
～
後
半
の
魚
住
焼
と
考
え
ら
れ
、
ま
た
石
組
の

付
近
か

ら
出
土
し
て
い
る
土
師
器
皿
に
も
一
三
世
紀
後
半
に
さ
か
の
ぼ
る
と
考
え
ら

　
　
（
1
4
）

れ

る
も
の
が
み
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
墓
地
の
上
限
は
一
三
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
も

の

と
思
わ
れ
る
。
一
方
そ
の
下
限
に
つ
い
て
は
、
箱
形
の
石
仏
が
と
も
な
う
も
の
が

あ
る
と
こ
ろ
か
ら
一
六
世
紀
に
及
ぶ
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
野
山
北
斜

面
の

中
世
墓
地
は
、
谷
畑
例
と
同
様
一
三
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
に
及
ぶ
も
の
と
想
定

さ
れ
る
が
、
土
葬
墓
や
火
葬
施
設
を
ま
っ
た
く
含
ま
な
い
点
で
む
し
ろ
大
王
山
東
尾

根

中
世
墓
地
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
た
だ
大
王
山
例
の
よ
う
に
台
座
を
も

つ
五
輪
塔
は
み
ら
れ
ず
、
そ
の
規
模
も
小
型
で
あ
る
。

　

な
お
こ
の
野
山
の
丘
陵
上
に
も
点
々
と
中
世
墓
が
散
在
的
に
営
ま
れ
て
い
る
。
そ

の

う
ち
S
T
O
一
、
S
T
O
二
は
と
も
に
長
さ
三
メ
ー
ト
ル
あ
ま
り
の
長
細
い
楕
円

形
の

土
墳
の
底
部

に
煙
道
の
溝
を
設
け
た
火
葬
施
設
で
、
層
位
的
に
前
者
が
埋
め
ら

れ
て

の

ち
後
者
が
営
ま
れ
た
と
想
定
さ
れ
て
お
り
、
隣
接
す
る
と
こ
ろ
か
ら
も
相
次

い

で
使

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
S
T
O
二
か
ら
瓦
器
の
細
片
が
出
土
し
て
お
り
、

中
世
前
半
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
丘
陵
上
の
五
基
の
墓
は
い
ず
れ
も
土

葬
墓
で
、
特
に
S
T
O
三
は
地
上
に
一
辺
ニ
メ
ー
ト
ル
の
方
形
の
石
組
を
も
ち
、
そ

の

地
下
の

一
・

八
五
×

一
・
三
メ
ー
ト
ル
の
土
墳
内
か
ら
側
臥
屈
葬
の
壮
年
男
性
の

人
骨
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
一
四
世
紀
こ
ろ
の
青
磁
椀
と
短
刀
が
出
土
し
て
い
る
。

ま
た
S
T
O
四
は
副
葬
さ
れ
た
瓦
器
椀
か
ら
一
四
世
紀
は
じ
め
、
S
T
O
五
は
蒔
絵

の

蓋

物
か
ら
一
三
世
紀
前
半
、
S
T
O
七
は
瓦
器
椀
か
ら
一
三
世
紀
後
半
の
土
葬
墓

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
野
山
で
は
二
二
・
一
四
世
紀
に
は
丘
陵
上
に
火
葬
施
設
と
土
葬
墓
が
、

北
斜
面

で
は

火
葬
墓
が
同
時
期
に
並
行
し
て
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場

合
丘
陵
上
の
土
葬
墓
に
は
副
葬
遺
物
が
認
め
ら
れ
る
点
で
よ
り
上
位
の
被
葬
者
層
を

想
定
し
て
あ
や
ま
り
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

岡
　
榛
原
町
シ
メ
ン
坂
中
世
墓
地

　
シ

メ
ン
坂
中
世
墓
地
は
榛
原
町
沢
に
あ
り
、
前
記
野
山
北
斜
面
中
世
墓
地
の
西
南

約
二
〇

〇
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
、
北
へ
の
び
る
丘
陵
の
尾
根
上
に
立
地
す
る
。
大
和

高
原
農
地
開
拓
事
業
に
と
も
な
い
一
九
八
五
年
に
発
掘
調
査
が
奈
良
県
立
橿
原
考
古

学
研
究
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
尾
根
の
先
端
に
近
い
長
さ
二
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

メ
ー
ト
ル
の
範
囲
か
ら
総
数
四
八
基
の
中
世
墓
が
検
出
さ
れ
て
い
る
（
図
9
）
。

　
す
で
に

み
た
諸
例

と
同
様
、
地
上
に
は
石
を
敷
き
詰
め
た
方
形
な
い
し
円
形
の
石

組
が

あ
り
、
さ
ら
に
五
輪
塔
、
箱
形
石
仏
な
ど
の
石
塔
類
が
と
も
な
っ
て
い
た
と
思

わ
れ

る
。
五
輪
塔
に
は
組
合
せ
式
の
も
の
以
外
に
一
石
五
輪
塔
が
一
基
み
ら
れ
る
。

組
合
せ
式
の
も
の
は
空
風
輪
が
二
七
、
火
輪
が
一
〇
、
水
輪
が
一
七
あ
る
が
、
地

輪
は

わ
ず

か
二
点
ほ

ど
で
極
端
に
少
な
く
、
方
形
で
転
用
し
や
す
い
と
こ
ろ
か
ら
持
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ち

去

ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
他
に
台
座
が
四
点
ほ
ど
み
つ
か
っ
て
い
る
。
石
仏

に

は
屋
蓋
を

と
も
な
う
箱
形
の
も
の
が
三
、
屋
蓋
が
三
あ
り
、
ほ
か
に
下
端
を
埋
め

込
む

タ
イ
プ
で
尖
頭
形
の
も
の
一
、
同
じ
く
上
端
が
平
坦
な
も
の
が
一
つ
あ
る
。
い

ず
れ
も
地
蔵
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
地
下
遺
構
に
は
火
葬
骨
を
納
め
た
火
葬
墓
が
二
六
、
火
葬
施
設
が
六
あ
り
、

土
葬
墓
は
不
確
実
な
も
の
を
含
め
て
も
五
例
に
す
ぎ
な
い
。
火
葬
墓
で
や
き
も
の
の

蔵
骨
器
を

と
も
な
う
も
の
は
四
基
に
す
ぎ
ず
、
常
滑
大
瓶
一
、
土
師
器
羽
釜
二
、
瓦

質
土
器
の
火
鉢
一
で
あ
る
。
そ
の
他
は
い
ず
れ
も
有
機
質
の
蔵
骨
器
を
用
い
た
も
の

で

あ
ろ
う
。
火
葬
施
設
は
長
方
形
の
土
墳
の
底
部
に
煙
道
の
溝
を
設
け
た
も
の
が
多

く
、
そ
の
う
ち
の
一
基
（
S
T
三
〇
）
は
火
葬
骨
を
詰
め
た
土
師
器
鍋
が
煙
道
の
溝

内
に
納
め
ら
れ
て
お
り
、
火
葬
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
火
葬
墓
で
あ
る
こ
と
が
知
ら

れ

る
。
土
葬
墓
に
は
、
一
・
四
×
一
メ
ー
ト
ル
程
度
の
平
面
を
も
つ
方
形
土
墳
と

一
・

二
×

○
・
九
メ
ー
ト
ル
程
度
の
楕
円
形
平
面
の
土
墳
が
あ
る
。
前
者
は
側
臥
屈

葬
の
箱
形
棺
、
後
者
は
桶
状
の
棺
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
蔵
骨
器
の

う
ち
常
滑
の
大
瓶
は
一
三
世
紀
後
半
の
も
の
で
あ
り
、
土
師
器
の
羽
釜

二
点

は
い
ず
れ

も
一
五
世
紀
、
瓦
質
土
器
の
火
鉢
は
一
五
世
紀
の
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
火
葬
施
設
か
ら
出
土
し
た
土
師
器
鍋
は
一
四
世
紀
後
半
と
考
え
て
大
過
な

か
ろ

う
。
さ
ら
に
墓
地
の
各
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
土
師
器
皿
に
は
一
三
世
紀
な
い

し
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
み
ら
れ
、
瓦
器
の
椀
、
皿
も
一
三
世
紀
後
半
ま

で

さ
か
の
ぼ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
シ
メ
ン
坂
墓
地
の
始
ま
り
が
二
二
世
紀
後
半
ま

で
の
ぼ

る
こ
と
は
ま
ず
確
実
で
あ
ろ
う
。
一
方
そ
の
下
限
が
一
六
世
紀
ま
で
下
が
る

こ
と
は
、
箱
形
石
仏
の
存
在
か
ら
も
疑
い
な
か
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
シ
メ
ン
坂
墓
地

は

二
二
世
紀
に
は
じ
ま
る
墓
地
で
一
六
世
紀
ま
で
存
続
す
る
が
、
基
本
的
に
は
火
葬

墓
地
で

あ
り
、
そ
の
存
続
期
間
の
最
終
段
階
に
土
葬
が
開
始
さ
れ
て
い
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

　

な
お
、
こ
の
シ
メ
ン
坂
墓
地
よ
り
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
西
の
尾
根
の
高
所
で
は

近
世
の

墓
地
が

調
査
さ
れ
て
い
る
（
図
1
0
）
。
一
九
基
ほ
ど
検
出
さ
れ
て
い
る
が
い
ず

れ
も
径
一
メ
ー
ト
ル
前
後
の
円
形
な
い
し
方
形
の
土
墳
が
多
く
、
　
一
九
基
の
う
ち
一

八
基
か

ら
座
位
屈
葬
の
人
骨
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
多
く
は
桶
状
の
棺
で
あ
っ
た
と

思

わ
れ

る
。
土
墳
に
は
切
り
合
い
の
認
め
ら
れ
る
も
の
が
少
な
く
な
く
ま
た
石
塔
類

も
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
副
葬
品
と
し
て
は
灯
明
皿
と
し
て
の
用
途
を
も
つ
土
師

器
の

皿
以

外
に
は
一
号
墓
で
寛
永
通
宝
が
四
枚
遺
骸
の
胸
元
で
出
土
し
て
い
る
に
す

ぎ
な
い
。
調
査
者
は
土
師
器
皿
の
年
代
か
ら
一
七
か
ら
一
八
世
紀
に
か
け
て
営
ま
れ

た

と
考
え
て
い
る
。
シ
メ
ン
坂
中
世
墓
地
に
も
座
位
屈
葬
の
円
形
土
墳
が
少
数
認
め

ら
れ
て
い
る
か
ら
シ
メ
ン
坂
中
世
墓
地
か
ら
こ
の
近
世
墓
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る

可
能
性
が
大
き
い
。
な
お
石
塔
類
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
ま
た
土
墳
の
切
り
合
い

が

著
し
い
こ
と
な
ど
は
、
あ
る
い
は
こ
れ
が
両
墓
制
の
埋
め
墓
で
あ
っ
た
可
能
性
が

大
き
い
こ
と
を
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
シ

メ
ン
坂
中
世
墓
地
の
東
、
近
世
墓
の
北
側
の
谷
間
の
平
坦
地
が
「
シ
メ
ン
ジ
」

と
よ
ば
れ
、
五
輪
塔
の
石
材
を
転
用
し
て
敷
詰
め
た
遺
構
や
土
師
器
、
瓦
器
な
ど
の

土
器
そ
れ
に
箱
形
石
仏

や
一
石
五
輪
塔
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
「
シ
メ

ン

寺
」
と
よ
ば
れ
た
寺
院
の
跡
で
あ
ろ
う
（
図
1
0
）
。
瓦
器
な
ど
い
ず
れ
も
二
二
世
紀

以

降
の
も
の
で
あ
り
、
シ
メ
ン
坂
中
世
墓
地
の
始
ま
り
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
建
て
ら
れ

た

も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
寺
院
が
シ
メ
ン
坂
墓
地
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
出
現
し
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奈良県宇陀地方の中世墓地

た
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

内
　
大
宇
陀
町
チ

ク
マ
中
世
墓
地

　

チ

ク
マ
中
世
墓
地
は
、
大
宇
陀
町
岩
清
水
に
所
在
す
る
も
の
で
、
大
和
高
原
農
地

開
拓
事
業
に
と
も
な
っ
て
、
一
九
七
九
年
に
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

て

発
掘
調
査
が
行
わ
れ

た
。
岩
清
水
は
東
の
芳
野
川
と
西
の
宇
陀
川
の
間
を
北
流
す

る
芳
野
川
の
支
流
母
里
川
の
流
域
に
あ
り
、
墓
地
は
岩
清
水
の
集
落
に
北
に
広
が
る

山
丘
の
最
高
所
よ
り
北
東
に
延
び
る
尾
根
の
高
所
に
位
置
す
る
。
中
世
墓
は
こ
の
尾

根
の
高
所
長
さ
三
五
メ
ー
ト
ル
、
幅
一
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
範
囲
に
五
〇
個
所
ほ
ど

確
認
さ
れ
て
い
る
（
図
1
1
）
。

　
調
査
者

は
、
尾
根
筋
の
西
よ
り
の
最
高
所
の
東
西
一
四
メ
ー
ト
ル
、
東
西
九
メ
ー

ト
ル
ほ
ど
の
範
囲
を
第
一
区
、
そ
の
東
の
東
西
に
長
い
長
方
形
の
石
囲
い
に
か
こ
ま

れ
た
範
囲
を
第
二
区
、
第
一
区
か
ら
南
西
へ
延
び
る
尾
根
上
の
第
三
区
、
第
二
区
の

南
東
に
展
開
す
る
一
群
を
第
四
区
に
区
分
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
地
上
に
方
形
の
石

組
遺
構
を

も
ち
、
そ
の
二
割
弱
が
五
輪
塔
、
石
仏
を
と
も
な
っ
て
い
た
と
想
定
さ
れ

て

い

る
。
外
部
施
設
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
第
二
区
の
八
基
ほ
ど
の
墓
が
東
西

八

メ
ー
ト
ル
、
南
北
三
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
に
わ
た
り
石
列
で
囲
ま
れ
、
特
定
の
区
画

を
構
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
地
下
遣
構

は
、
第
一
区
で
は
一
三
基
の
う
ち
一
基
が
火
葬
施
設
に
火
葬
骨
を
収
納

し
た
も
の
、
二
基
が
火
葬
骨
を
納
め
た
火
葬
墓
で
、
そ
れ
以
外
は
す
べ
て
土
葬
の
方

形
土
墳
で
あ
る
。
東
側
の
第
二
区
で
は
火
葬
施
設
で
あ
り
、
か
つ
火
葬
骨
を
収
納
し

た

も
の
が
三
基
、
火
葬
骨
を
納
め
た
火
葬
墓
が
四
基
、
さ
ら
に
土
葬
の
可
能
性
の
あ

る
土
墳
が
一
基
あ
る
。
こ
の
ほ
か
第
三
区
で
は
二
基
の
火
葬
施
設
則
火
葬
墓
以
外
の

七
基
は
土
葬
墓
で
あ
り
、
第
四
区
で
は
六
基
す
ぺ
て
が
土
葬
墓
で
あ
っ
た
。
全
体
で

は

火
葬
施
設
で
か
つ
火
葬
骨
を
収
納
し
た
も
の
が
六
、
火
葬
骨
を
収
納
し
た
火
葬
墓

が

六
、
不
確
実
な
も
の
を
含
む
が
土
葬
墓
が
二
五
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
土
葬
墓
は

側
臥
屈
葬
が
基
本
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
火
葬
墓
の
蔵
骨
器
と
し
て
は
、
第
二
区

の

火
葬
墓
が
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
土
師
器
の
鍋
を
も
つ
他
は
や
き
も
の
の
骨
壼

は
み

ら
れ
ず
、
す
べ
て
有
機
質
の
蔵
骨
器
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

　

墓
地
の

形
成
過
程
に

つ
い
て

調
査
を
担
当
さ
れ
た
泉
森
較
氏
は
、
主
と
し
て
各
墓

の

立
地

な
ど
か
ら
最
高
所
の
第
一
区
の
土
葬
墓
を
初
期
の
も
の
と
し
、
次
い
で
第
二

区
に
火
葬
施
設
が
設
け
ら
れ
そ
こ
で
火
葬
に
付
さ
れ
た
遺
骨
が
第
一
区
の
火
葬
墓
に

納
め
ら
れ
、
や
が
て
二
区
に
も
火
葬
墓
が
営
ま
れ
、
方
形
の
区
画
が
設
定
さ
れ
る
。

そ
の
後
第
三
区
に
墓
域
は
拡
張
さ
れ
火
葬
か
ら
ま
た
土
葬
に
転
換
し
、
さ
ら
に
第
四

区
に
も
土
葬
墓
が
営
ま
れ
た
と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
泉
森
氏
が
初
期

の

も
の
と
考
え
ら
れ
た
第
一
区
の
中
央
の
八
号
墓
は
明
ら
か
に
五
輪
塔
が
と
も
な

っ

て

い
て

一
五
世
紀
に
降
る
可
能
性
が
大
き
い
の
に
対
し
、
第
二
区
の
火
葬
墓
四
七

号
墓
の
蔵
骨
器
の
土
師
器
鍋
は
一
四
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
同
じ

く
第
二
区
の
火
葬
施
設
二
〇
号
墓
出
土
の
土
師
器
皿
も
一
四
世
紀
の
瓦
器
椀
を
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

な
っ
て
い
る
田
原
本
町
法
貴
寺
遺
跡
溝
三
や
溝
一
の
資
料
に
近
い
。
さ
ら
に
二
区
に

は
一
区
に
多
い
小
五
輪
塔
な
ど
の
石
塔
の
造
立
が
ま
っ
た
く
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か

ら
も
、
こ
の
墓
地
は
ま
ず
第
二
区
の
火
葬
施
設
や
火
葬
墓
か
ら
始
ま
っ
た
可
能
性
が

大

き
い
と
思
わ
れ
る
。
石
仏
を
と
も
な
う
四
三
号
墓
の
あ
る
第
三
区
や
二
七
号
墓
の

あ
る
第
四
区
の
土
葬
墓
が
こ
の
墓
地
の
最
終
段
階
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
泉
森
氏
の
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奈良県宇陀地方の中世墓地

指
摘
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
チ
ク
マ
墓
地
は
、
一
四
世
紀
に
ま
ず
火
葬
墓
と
し
て
第
二
区
か
ら
始

ま
り
、
一
五
世
紀
に
な
っ
て
土
葬
が
多
く
な
る
と
第
一
区
に
も
造
墓
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
　
一
六
世
紀
に
は
第
三
区
や
第
四
区
に
も
お
よ
ん
だ
も
の
と
い
え
よ
う
。

第
二
区
の
長
方
形
区
画
の
石
囲
い
は
、
こ
の
一
族
の
祖
先
の
墓
と
し
て
特
別
な
扱
い

が

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
は
、
こ
の
区
画
内
に
こ
の
墓
地
の
シ
ン

ボ

ル
的

な
大
型
の
石
塔
な
ど
が
建
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
る
べ
き
か
も
知
れ

な
い
。

註（
1
）
　
白
石
太
一
郎
・
田
坂
正
昭
「
榛
原
町
谷
畑
中
世
墓
地
の
調
査
」
（
『
青
陵
』
二
四
号
、

　
　
一
九
七
四
年
）
。

（
2
）
　
瓦
質
土
器
鍋
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
菅
原
正
昭
「
畿
内
に
お
け
る
中
世
土
器
の
生
産

　
　
と
流
通
」
（
『
藤
沢
一
夫
先
生
古
稀
記
念
古
文
化
論
叢
』
一
九
八
三
年
）
な
ど
に
よ
る
。

（
3
）
　
土
師
器
の
羽
釜
、
鍋
な
ど
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
伊
藤
久
嗣
「
元
興
寺
極
楽
坊
出
土

　
　
の
羽
釜
形
土
器
」
（
『
元
興
寺
仏
教
民
俗
資
料
研
究
所
年
報
』
第
一
冊
、
一
九
六
七
年
）
、

　
　
森
下
恵
介
ほ
か

「古
市
城
跡
」
（
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』
昭
和
五
五
年
度
、

　
　
一
九
八
一
年
）
な
ど
に
よ
る
。

（
4
）
火
葬
施
設
出
土
の
土
師
器
皿
に
は
、
田
原
本
町
十
六
面
・
薬
王
寺
遺
跡
や
同
法
貴
寺

　
　
遺
跡
で
湯
呑
形
の
瓦
器
椀
と
共
存
す
る
一
四
世
紀
代
の
も
の
が
多
い
が
、
十
六
面
・
薬

　
　
王
寺
遺
跡
南

‖
調
査
区
S
K
O
一
出
土
例
な
ど
二
二
世
紀
代
の
瓦
器
椀
と
共
存
す
る
小

　
　
皿
に
近
い
も
の
が
あ
り
、
一
部
＝
二
世
紀
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
よ

　
　
う
で
あ
る
。
松
本
洋
明
『
十
六
面
・
薬
王
寺
』
（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査

　
　
報
告
　
第
五
四
集
　
一
九
八
八
年
）
、
今
尾
文
昭
・
田
中
一
広
「
田
原
本
町
法
貴
寺
遺

　
　
跡
発
掘
調
査
概
報
」
（
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
八
六
年
度
、
一
九
八
七
年
）
。

（
5
）
森
下
恵
介
ほ
か
「
古
市
城
跡
発
掘
調
査
報
告
」
（
『
奈
良
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
報
告
書
』

　
　
昭
和
五
五
年
度
、
一
九
八
一
年
）
。

（
6
）
　
伊
藤
勇
輔
ほ
か
『
奈
良
県
宇
陀
郡
大
王
山
遺
跡
』
（
榛
原
町
教
育
委
員
会
、
一
九
七
七

　
　
年
）
。

（
7
）
　
報
告
書
で
は
平
安
時
代
後
期
の
須
恵
器
と
さ
れ
て
い
る
も
の
（
D
二
墓
出
土
）
。
頸

　
　
部
と
胴
部
の
境
に
一
段
の
凸
帯
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
で
、
広
口
瓶
と
水
瓶
の
中
間
的
な

　
　
形
態
を

呈
す
る
。

（
8
）
　
桜
井
市
纒
向
遺
跡
東
田
地
区
の
井
戸
六
A
の
資
料
に
近
い
と
判
断
さ
れ
、
近
江
俊
秀

　
　
氏
の
い
う
纏
向
東
田
五
期
に
あ
た
ろ
う
。
近
江
俊
秀
「
纒
向
遺
跡
出
土
中
世
土
器
の
再

　
　
検
討
」
（
『
大
和
の
中
世
土
器
』
大
和
古
中
近
研
究
会
研
究
資
料
1
、
一
九
九
一
年
）
。

（
9
）
天
禄
四
年
（
九
七
三
）
に
焼
失
し
た
薬
師
寺
西
僧
房
の
大
房
床
面
出
土
の
資
料
に
近

　
　
い
。
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
『
薬
師
寺
発
掘
調
査
報
告
』
（
奈
良
国
立
文
化
財
研
究

　
　
所
学
報
第
四
五
冊
、
一
九
八
七
年
）
。

（
1
0
）
　
楠
元
哲
夫
編
『
能
峠
遺
跡
群
』
1
南
山
編
（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報

　
　
告
第
四
八
冊
、
一
九
八
六
年
）
。

（
1
1
）
　
一
四
世
紀
代
の
瓦
器
椀
を
と
も
な
う
田
原
本
町
十
六
面
・
薬
王
寺
遺
跡
北
ー
調
査
区

　
　
の

溝
S
D
一
二
出
土
の
土
師
器
皿
に
近
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
松
本
洋
明
『
十
六
面
・

　
　
薬
王
寺
遺
跡
』
（
前
掲
）
。

（
1
2
）
　
調
査
を
担
当
さ
れ
た
楠
元
哲
夫
氏
は
こ
れ
ら
の
火
葬
施
設
の
う
ち
墳
内
に
人
骨
や
灰

　
　
を
ほ

と
ん
ど
の
こ
さ
な
い
一
五
号
墓
以
外
の
火
葬
施
設
は
そ
の
ま
ま
で
火
葬
墓
で
あ
っ

　
　
た

と
考
え
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
火
葬
墓
に
は
す
で
に
奈
良
時
代
か
ら
火
葬
場
所
に
集

　
　
骨

し
た
火
葬
骨
を
納
め
た
も
の
と
火
葬
場
所
と
は
別
の
場
所
に
火
葬
骨
を
納
め
た
も
の

　
　
の
二
者
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
前
者
の
火
葬
施
設
と
後
者
の
火
葬
施
設
は
区

　
　
別

し
て
扱
う
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
場
合
火
葬
骨
片
の
残
存
で
は
な
く
、
骨
拾
い
に
と
も

　
　
な

う
集
骨
の
有
無
を
重
視
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
世
の
皇
族
・
貴
族
墓
で
は
火
葬
墓
と

　
　
単
な
る
火
葬
塚
を
区
別
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
筆
者
は
一
五
号
墓
以
外
の
火
葬
施
設

　
　
に
つ
い
て
も
集
骨
と
そ
の
埋
納
が
認
め
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
火
葬
墓
と
は
考
え
な
い
。

　
　
楠
元
哲
夫

「
中
世
後
半
期
に
お
け
る
集
団
墓
地
ー
と
く
に
そ
の
生
成
と
展
開
を
め
ぐ
っ

　
　
て
ー
」
（
『
末
永
先
生
米
寿
記
念
献
呈
論
文
集
』
坤
一
九
八
五
年
）
。

（
1
3
）
　
井
上
義
光
ほ
か
『
野
山
遺
跡
群
』
1
（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

　
　
第
五
六
冊
、
一
九
八
八
年
）
。

（
1
4
）
　
一
三
世
紀
後
半
な
い
し
末
葉
の
瓦
器
椀
を
と
も
な
う
橿
原
市
東
竹
田
遺
跡
の
溝
S
D

　
　
一
W
上
層
出
土
の
土
師
器
皿
に
近
い
も
の
が
み
ら
れ
る
。
入
倉
徳
裕
・
近
江
俊
秀
「
東

　
　
竹
田
遺
跡
」
（
『
大
和
の
中
世
土
器
ー
瓦
器
椀
土
師
皿
を
中
心
と
し
て
ー
』
大
和
古
中
近

　
　
研
究
会
研
究
資
料
1
、
一
九
九
一
年
）
。
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（
1
5
）
井
上
義
光
『
野
山
遺
跡
群
』
皿
（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告
　
第
五

　

九
冊
、
一
九
八
九
年
）
。

（
1
6
）
泉
森
咬
「
宇
陀
地
方
の
遺
跡
調
査
ー
大
宇
陀
町
岩
清
水
・
塚
脇
遺
跡
ー
」
（
『
奈
良
県

　

遺
跡
調
査
概
報
』
一
九
七
八
年
度
　
第
二
分
冊
　
一
九
八
一
年
）
。

（
1
7
）
今
尾
文
昭
・
田
中
一
広
「
法
貴
寺
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」
（
『
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
』

　
　
一
九
八
六
年
度
　
一
九
八
九
年
）
。

二
　
発
掘
さ
れ
た
中
世
墓
地
の
性
格

　
前
節
で

は
、
最
近
の
発
掘
調
査
に
よ
り
墓
地
の
ほ
ぼ
全
容
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い

る
宇
陀
地
方
の
六
例
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
年
代
や
形

成
過
程
に

つ
い
て

若
干
の

検
討
を
加
え
て
み
た
。
そ
の
結
果
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

こ
れ
ら
た
ま
た
ま
開
発
に
先
立
っ
て
発
掘
さ
れ
た
こ
の
地
域
の
中
世
墓
地
が
、
い
く

つ
か
の

き
わ
め
て
強
い
共
通
点
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
立
地
に
つ
い
て
は
、
丘
陵
斜
面
に
テ
ラ
ス
を
造
成
し
て
墓
地
を
営
ん
で
い
る

野

山
北
斜
面
の
墓
地
以
外
は
い
ず
れ
も
丘
陵
上
の
頂
上
部
な
い
し
脊
梁
部
を
利
用
し

て

営

ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
の
ち
に
述
べ
る
こ
の
地
域
に
現
存
す
る
中
世
以
来
の
墓

地
に

つ
い
て

も
共
通
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
は
あ
る
意
味
で
は
弥
生
時
代

終
末
期
な

い

し
古
墳
時
代
初
期
の
台
状
墓
や
古
墳
時
代
の
古
墳
と
も
共
通
す
る
も
の

と
い
え
る
。
中
世
墓
地
が
台
状
墓
や
古
墳
と
重
複
し
て
い
る
場
合
が
少
な
く
な
い
こ

と
、
そ
の
場
合
も
台
状
墓
や
古
墳
の
存
在
を
意
識
し
、
古
墳
を
避
け
そ
の
周
辺
に
中

世
墓
地
を

営
ん

で
い

る
例
の
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
そ
の
地
域
の
草
分
け
と
し
て

の
、
は
る
か
昔
の
祖
先
に
対
す
る
意
識
が
存
在
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
少
な
く
と

も
中
世
に
始
ま
る
新
し
い
墓
地
の
選
地
に
際
し
、
宇
陀
地
方
で
は
古
墳
の
立
地
と
共

通
す

る
尾
根
上
が
え
ら
ぽ
れ
た
理
由
の
一
端
は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

　

こ
の
地
域
の
中
世
墓
地
の
大
き
な
特
色
は
、
そ
れ
ら
の
墓
地
を
構
成
す
る
個
々
の

墓
が

い
ず
れ
も
地
上
に
顕
著
な
石
組
の
外
部
表
象
を
も
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

遺
跡
に

よ
っ
て
そ
の
遺
存
程
度
に
は
差
が
あ
る
が
、
本
来
ほ
と
ん
ど
の
墓
が
地
上
に

石
組
を

も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
先
に
み
た
と
こ
ろ
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に

そ

れ

ら
の
石
組
の
上
に
組
合
せ
式
の
五
輪
塔
や
箱
形
の
石
仏
が
と
も
な
っ
て
い
た
と

考

え
ら
れ
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。
シ
メ
ン
坂
墓
地
で
は
四
八
基
の
墓
に
対
し
少
な

く
と
も
五
輪
塔
が
二
七
基
は
あ
っ
た
こ
と
が
空
風
輪
の
遺
存
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、

転
用
な
ど
を
考
え
る
と
他
の
墓
地
で
も
遺
存
し
た
も
の
よ
り
は
る
か
に
多
く
の
石
塔

が

と
も
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
小
型
の
五
輪
塔
の
造
立
が
盛
ん
に
な
る
の
は
一

五
世
紀
後
半
か

ら
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
以
降
の
墓
は
ほ
と

ん

ど
石
塔
類
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
な
い
と
数
が
合
わ
な
く
な
る
。
な
お
一
五
世
紀

前
半
以
前
に

つ
い
て

は
、
の
ち
に
述
べ
る
よ
う
に
、
現
在
ま
で
続
く
中
世
以
来
の
墓

地
の

中
央
に
南
北
朝
に
さ
か
の
ぼ
る
大
型
の
五
輪
塔
を
も
つ
も
の
が
あ
る
と
こ
ろ
か

ら
、
個
々
の
墓
で
は
な
く
、
墓
地
全
体
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
の
大
型
の
石
塔
が
造
立

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　
地
下
の
構
造
に
つ
い
て
は
、
や
や
墓
地
ご
と
の
違
い
が
顕
著
な
よ
う
に
み
え
る
が
、

実
際
に
は
あ
ま
り
大
き
な
差
異
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
確
か
に
土
葬
墓
が
圧
倒
的
に

多
い
チ
ク
マ
墓
地
（
火
葬
墓
六
、
火
葬
施
設
六
、
土
葬
墓
二
五
）
や
火
葬
墓
が
多
い

が

土
葬
墓
も
少
な
く
な
い
谷
畑
墓
地
（
火
葬
墓
三
〇
、
火
葬
施
設
一
〇
、
土
葬
墓
一
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七
）
に
対
し
て
能
峠
南
山
墓
地
（
火
葬
墓
一
二
、
火
葬
施
設
七
、
土
葬
墓
四
）
や
シ

メ
ン
坂
墓
地
（
火
葬
墓
二
六
、
火
葬
施
設
六
、
土
葬
墓
五
）
で
は
火
葬
墓
が
圧
倒
的

に
多

く
な
る
。
さ
ら
に
大
王
山
墓
地
や
野
山
墓
地
の
よ
う
に
基
本
的
に
は
火
葬
墓
の

み
で
構
成

さ
れ
る
墓
地
も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
い
ず
れ
の
墓
地
で
も
火
葬
か
ら
土
葬

墓
へ
の
変
化
の
方
向
は
一
致
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
火
葬
墓
と
土
葬
墓
の
割
合
の
差

は
、
土
葬
へ
の
転
換
の
時
期
の
差
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
シ
メ

ン

坂
墓
地
に
土
葬
墓
が
多
い
の
は
こ
の
墓
地
で
は
他
に
く
ら
べ
て
や
や
早
く
か
ら
土

葬
が
採
用
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
墓
地
の
始
ま
り
が
他
に
比
べ
て
や
や
遅
か
っ
た
た

め

で

あ
ろ
う
。
逆
に
大
王
山
墓
地
で
は
土
葬
の
採
用
が
遅
く
、
最
終
段
階
ま
で
火
葬

が
存
続

し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
そ
う
し
た
土
葬
の
採
用
時
期
の
差
と
い
っ
た
個
々
の
違
い
を
越
え
て
、
強

い

共
通
性
が

認
め

ら
れ
る
の
は
、
墓
地
自
体
の
形
成
時
期
と
廃
絶
時
期
の
一
致
で
あ

ろ
う
。
ま
ず
そ
の
形
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
の
地
域
で
中
世
墓
地
が
盛
ん
に
営
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

れ

る
の
は
室
町
時
代
に
入
っ
て
か
ら
と
す
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
っ
た
が
、
前
節
の

検
討
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
谷
畑
、
大
王
山
、
野
山
、
シ
メ
ン
坂
の
四
墓
地
は

い
ず
れ

も
二
二
世
紀
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
蔵
骨
器
や
祭
祀
に
用
い
ら
れ
た
土
師

器
皿
あ
る
い
は
瓦
器
の
年
代
か
ら
も
確
実
で
あ
ろ
う
。
ま
た
能
峠
南
山
、
チ
ク
マ
墓

地
も
一
四
世
紀
に
は
造
墓
が
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
さ
ら
に
こ
の
両
墓

地
に

つ
い
て

も
二
二
世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
示
す
資
料
の
遺
存
が
み
ら
れ
な
い

だ

け

で
、
二
二
世
紀
代
に
始
ま
っ
て
い
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。

　
一
方
そ
の
廃
絶
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
六
個
所
の
墓
地
で
は
い
ず
れ
も
一

六
世
紀
後
半
を

中
心
に
造
ら
れ
た
有
蓋
の
箱
形
石
仏
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
近

世
に
入

っ

て

盛
ん

に

造
ら
れ
る
光
背
五
輪
塔
（
尖
頭
状
五
輪
板
碑
）
や
尖
頭
形
の
墓

標
が

ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
こ
と
は
、
そ
の
下
限
が
一
六
世
紀
代
に
あ
る
こ
と
を
示

　
　
　
　
（
2
）

唆

し
て
い
よ
う
。
な
お
チ
ク
マ
墓
地
な
ど
石
仏
に
箱
形
以
外
の
尖
頭
形
の
も
の
が
と

も
な
う
墓
地
は
や
や
そ
の
下
限
が
下
が
る
か
も
知
れ
な
い
。
な
お
こ
れ
ら
の
墓
地
で

は

二
二
世
紀
代
に
始
ま
っ
て
い
る
と
し
て
も
、
二
二
・
一
四
世
紀
の
も
の
は
一
五
．

一
六
世
紀
の
も
の
に
く
ら
べ
て
そ
の
数
が
少
な
い
と
推
定
さ
れ
る
が
、
石
塔
類
を
と

も
な
わ
な
い
古
い
時
期
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
や
き
も
の
の
蔵
骨
器
を
と
も
な
わ
な

い

か
ぎ
り
年
代
決
定
は
困
難
で
あ
り
、
予
想
以
上
に
一
三
・
一
四
世
紀
の
火
葬
墓
は

多
い
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
ほ
か
、
谷
畑
墓
地
の
北
方
の
西
峠
中
世
墓
地
で
は
二
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

世
紀
に

さ
か
の
ぼ
る
白
磁
の
四
耳
壼
の
蔵
骨
器
が
出
土
し
て
い
る
（
図
1
2
）
。
こ
の
墓

地
も
五
輪
塔
や
箱
形
の
石
仏
を
と
も
な
う
中
世
墓
地
で
あ
り
、
そ
の
上
限
が
一
三
世

図12榛原町西峠中世墓地出土の白磁四耳壼
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紀
に
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
宇
陀
地
方
で
た
ま
た
ま
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
六
個
所
の
墓
地
が
、
立
地
、
地
上

の
外
部
施

設
、
地
下
の
構
造
、
墓
地
の
形
成
時
期
・
廃
絶
時
期
な
ど
に
つ
い
て
き
わ

め
て

強
い
共
通
性
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
墓
地
を
こ
の
地
域
の

中
世
の
一
般
的
な
墓
地
を
代
表
す
る
も
の
と
と
ら
え
て
大
過
な
い
こ
と
を
示
す
も
の

と
い
え
よ
う
。
な
お
こ
う
し
た
大
き
な
共
通
性
を
持
ち
な
が
ら
も
、
そ
の
一
方
で
そ

れ
ぞ
れ
の

墓
地
に

よ
り
顕
著
な
差
異
が
存
在
す
る
こ
と
も
ま
た
重
要
で
あ
ろ
う
。
ま

ず
地
上
の

外
部
表
象
に
つ
い
て
は
、
大
王
山
の
よ
う
に
五
輪
塔
が
い
ず
れ
も
台
座
を

と
も
な
う
の
に
対
し
、
シ
メ
ン
坂
で
は
台
座
を
も
つ
も
の
が
わ
ず
か
ば
か
り
み
ら
れ

る
に
す
ぎ
ず
、
他
の
墓
地
で
は
こ
れ
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
墓
地
に
よ
っ
て
ほ

と
ん
ど
の
五
輪
塔
が
台
座
を
と
も
な
う
と
こ
ろ
と
、
台
座
が
ま
っ
た
く
用
い
ら
れ
な

い

と
こ
ろ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
一
方
火
葬
骨
の
蔵
骨
器
に
つ
い
て
も
、
大
王
山

や
谷
畑
の

よ
う
に
や
き
も
の
の
蔵
骨
器
が
比
較
的
豊
富
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ

と
、
能
峠
南
山
や
野
山
墓
地
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
や
き
も
の
の
骨
壷
を
と
も
な
わ
な

い

と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
西
峠
墓
地
で
は
輸
入
磁
器
の
白
磁
四
耳
壷
が
み
ら
れ
る
こ

と
も
注
意
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
は
墓
地
を
形
成
し
た
集
団
の
階
層
差
や
経
済
力
の
違

い
を

反
映
す

る
も
の
と
と
ら
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。

　

そ

れ
で
は

こ
の
よ
う
に
一
三
世
紀
こ
ろ
か
ら
宇
陀
地
方
の
各
地
に
出
現
す
る
、
一

定
の

階
層
差
を
内
包
し
な
が
ら
も
強
い
共
通
性
を
示
し
て
営
ま
れ
る
中
世
墓
地
は
、

い

か

な
る
被
葬
者
層
が
ど
の
よ
う
な
紐
帯
で
共
同
の
墓
地
を
形
成
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
こ
れ
ら
六
個
所
の
墓
地
の
規
模
は
大
王
山
の
九
〇
基
か
ら
能
峠
南
山
の
二
三

基

ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
大
王
山
墓
地
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
家
単
位
や
垣
内
単
位

と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
し
、
数
村
を
ま
と
め
た
小
郷
墓
な
い
し
郷
墓
と
と
ら
え
る
考

　
　
（
4
）

え
が
あ
る
。
ま
た
郷
墓
と
と
ら
え
な
い
ま
で
も
「
武
士
団
・
富
裕
農
民
層
の
地
縁
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

紐
帯
で
結
ぽ
れ
た
墓
地
」
と
す
る
見
解
も
あ
る
。
九
〇
基
と
い
え
ば
多
い
よ
う
で
あ

る
が
、
一
三
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
と
い
う
四
〇
〇
年
に
わ
た
る
長
い
存
続
期
間
を
考

慮
す
る
と
、
そ
れ
程
多
い
数
で
は
な
い
。
い
ま
仮
に
世
代
の
交
替
が
二
〇
年
毎
に
行

わ
れ
た

と
す
る
と
四
〇
〇
年
間
に
は
二
〇
世
代
が
交
替
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
す
れ

ぽ

九
〇
基

と
い
っ
て
も
各
世
代
ご
と
で
は
こ
の
墓
に
葬
ら
れ
る
人
は
四
～
五
人
と
い

う
こ
と
に
な
り
、
大
王
山
で
さ
え
も
近
く
の
集
落
の
一
般
構
成
員
の
墓
地
と
考
え
る

こ
と
は
ま
ず
困
難
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
こ
の
地
域
に
基
盤
を
お
く
有
力
な
在
地
武
士

層
の
同
族
墓
・
一
統
墓
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
チ
ク
マ
墓
地
で
は
初
期
の
火

葬
墓
の
集
中
す
る
第
二
区
の
数
基
の
墓
を
石
囲
い
で
区
画
し
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は

お
そ

ら
く
一
族
の
同
族
結
合
の
中
心
と
な
る
祖
先
の
墓
を
特
別
に
区
画
し
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
宇
陀
地
方
の
中
世
墓
地
を
地
縁
的
紐
帯
に
よ

っ

て

形
成
さ
れ
た
も
の
と
と
ら
え
る
の
は
あ
や
ま
り
で
あ
ろ
う
。
在
地
武
士
層
の
一

統
墓
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　

な
お
、
こ
の
地
域
の
中
世
墓
地
の
性
格
を
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
大
王
山
墓
地

の

大

王
寺
、
シ
メ
ン
坂
墓
地
の
シ
メ
ン
寺
な
ど
隣
接
し
て
存
在
す
る
小
規
模
な
墓
寺

の

存
在
は

き
わ
め
て
興
味
深
い
。
そ
の
他
の
中
世
墓
地
に
つ
い
て
も
小
規
模
な
草
堂

が
存
在

し
た
可
能
性
は
当
然
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
谷
畑
墓
地
で
も
小
量
な
が
ら

屋
瓦
が
出
土
し
て
お
り
、
近
く
に
小
堂
が
存
在
し
た
可
能
性
を
う
か
が
わ
せ
る
。
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註（
1
）
　
楠
元
哲
夫
「
中
世
後
半
期
に
お
け
る
集
団
墓
地
ー
と
く
に
そ
の
生
成
と
展
開
を
め
ぐ

　
　
っ
て
ー
」
（
『
末
永
先
生
米
寿
記
念
献
呈
論
文
集
』
坤
　
一
九
八
五
年
）
、
同
「
中
世
集

　
　
団
墓
地
の
地
域
相
ー
都
市
と
田
舎
ー
」
（
同
志
社
大
学
考
古
学
シ
リ
ー
ズ
凪
『
考
古
学

　
　
と
地
域
文
化
』
所
収
、
一
九
八
七
年
）
な
ど
。
な
お
筆
者
も
古
く
谷
畑
墓
地
の
調
査
概

　
　
要
を

報
告

し
た
際
、
そ
の
存
続
期
間
を
室
町
初
期
か
ら
末
期
に
わ
た
る
も
の
と
し
た
。

　
　
白
石
太
一
郎
・
田
坂
正
昭
「
榛
原
町
萩
原
谷
畑
中
世
墓
地
の
調
査
」
（
『
青
陵
』
二
四
号
、

　
　
一
九
七
四
年
）
。

（
2
）
　
宇
陀
地
方
で
は
奈
良
盆
地
北
部
ほ
ど
尖
頭
状
五
輪
板
碑
の
分
布
は
濃
密
で
は
な
い
が
、

　
　
宇
陀
の
現
存
墓
地
に
は
尖
頭
形
の
墓
標
は
少
な
か
ら
ず
み
ら
れ
る
。

（
3
）
　
東
京
国
立
博
物
館
編
『
目
本
出
土
の
中
国
陶
磁
』
（
東
京
美
術
、
一
九
七
八
年
）
図
版

　
　
四
四
－
一
。
な
お
図
版
の
名
称
が
谷
畑
古
墓
出
土
と
な
っ
て
い
る
の
は
西
峠
墓
地
の
誤

　
　
り
で
あ
る
。

（
4
）
　
伊
藤
勇
輔
「
考
察
ー
中
世
墓
群
」
（
伊
藤
勇
輔
編
『
大
王
山
遣
跡
』
榛
原
町
教
育
委
員

　
　
会
、
一
九
七
七
年
）
。

（
5
）
　
楠
元
哲
夫
「
中
世
後
半
期
に
お
け
る
集
団
墓
地
1
と
く
に
そ
の
生
成
と
展
開
を
め
ぐ

　
　
っ
て
ー
」
（
前
掲
）
。

三
　
現
在

ま
で
存
続
す
る
中
世
墓
地

　
｝
9
0
節
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
宇
陀
地
方
の
い
く
つ

か
の

中
世
墓
地
の
資
料
か
ら
、
こ
の
地
域
の
中
世
墓
地
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
し

て

み

た
。
た
だ
、
こ
こ
で
検
討
を
加
え
た
の
は
い
ず
れ
も
す
で
に
中
世
末
で
墓
地
と

し
て
の
役
割
を
終
え
、
遺
跡
化
し
た
廃
絶
墓
地
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
地
方
で
は
、

現
在
も
墓
地
と
し
て
の
機
能
を
は
た
し
て
い
る
現
存
墓
地
の
な
か
に
、
石
塔
類
の
存

在

な
ど
か
ら
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
同
じ
中
世

墓
地
の

な
か
に
、
中
世
末
で
役
割
を
終
え
た
墓
地
と
、
そ
の
後
も
現
在
ま
で
そ
の
役

割
を
は
た
し
続
け
て
い
る
墓
地
と
の
二
者
が
存
在
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
こ

の

地
域
に
お

け
る
中
世
の
葬
制
・
墓
制
の
あ
り
方
や
展
開
過
程
を
検
討
す
る
に
は
、

発
掘

さ
れ
た
墓
地
だ
け
で
な
く
、
中
世
以
来
現
在
ま
で
続
く
墓
地
に
つ
い
て
も
視
野

に
入
れ
て

検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　
宇
陀
地
方
の
近
・
現
代
の
墓
制
は
、
両
墓
制
と
単
墓
制
が
混
在
す
る
が
、
さ
ら
に

近
年
の
火
葬
化
の
動
き
に
と
も
な
っ
て
両
墓
制
を
は
じ
め
葬
・
墓
制
自
体
が
大
き
く

変
貌
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
地
域
の
現
在
の
墓
制
は
き
わ
め
て
複
雑

な
様
相
を
呈
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
中
世
以
来
現
在
ま
で
存
続
す
る
と
想
定
さ
れ

る
墓
地
の
例
と
し
て
、
単
墓
制
を
と
る
大
宇
陀
町
栗
野
の
大
蔵
寺
墓
地
と
菟
田
野
町

入

谷
の
西
上
墓
地
、
両
墓
制
を
と
る
大
宇
陀
町
平
尾
の
大
久
保
墓
地
と
榛
原
町
小
鹿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

野
の
墓
地
の
例
に
つ
い
て
瞥
見
し
て
み
よ
う
。

O
　
大
宇
陀
町
大
蔵
寺
墓
地

　
大
宇
陀
町
栗
野
地
区
は
、
宇
陀
川
水
系
か
ら
関
戸
峠
を
越
え
て
吉
野
川
水
系
の
津

風

呂
川
流
域
に
入
っ
た
ぽ
か
り
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
も
と
は
吉
野
郡
上
竜
門
村
に
属

し
た
。
本
来
は
吉
野
郡
に
属
し
わ
ず
か
に
宇
陀
郡
域
を
は
ず
れ
る
が
、
上
竜
門
地
区

は
昭
和
一
七
年
（
一
九
四
二
）
に
宇
陀
郡
の
松
山
町
、
神
戸
村
、
政
始
村
と
合
併
し

て

大
宇
陀
町
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
推
さ
れ
る
よ
う
に
経
済
的
・
文
化
的
に

は
宇
陀
の

一
部
と
み
て
も
大
過
な
か
ろ
う
。
大
蔵
寺
は
栗
野
の
集
落
か
ら
約
一
キ
ロ

北
西
方
の
山
間
に
あ
る
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
院
で
、
鎌
倉
中
期
の
本
堂
や
大
師
堂
が

あ
り
、
平
安
後
期
の
仏
像
も
数
多
く
の
こ
る
。
墓
地
は
寺
域
の
す
ぐ
東
方
に
あ
り
、

栗
野
地
区
の

共
同
墓
地
と
し
て
大
蔵
寺
で
は
な
く
地
元
で
管
理
さ
れ
て
い
る
。
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図13大宇陀町大蔵寺墓地（1974年撮影）

　
墓
地
は
西
か

ら
東
南
に
の
び
る
細
長
い
尾
根
上
に
立
地
し
、
尾
根
上
約
一
〇
〇
メ

ー
ト
ル
の
長
さ
の
範
囲
が
墓
地
と
な
っ
て
い
る
（
図
1
3
）
。
尾
根
の
付
け
根
の
西
端
部

に
広
場
が

あ
り
、
広
場
の
東
側
の
円
形
の
土
壇
の
上
に
南
朝
の
正
平
六
年
（
一
三
五

一
）
の

銘
を

も
つ
五
輪
塔
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
や
背
後
の
尾
根
上
が
栗
野
地
区
の
墓

地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
一
九
七
四
年
の
踏
査
時
点
で
は
土
葬
の
単
墓
制
で
、

ほ
ぼ

家

毎
に
区
画
が
定
め
ら
れ
て
お
り
、
埋
葬
の
三
～
七
年
後
に
そ
の
上
に
石
塔
を

立
て

る
の
が
一
般
的
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
広
場
の
北
と
南
に
は
天
保
、
元
治
な

ど
江
戸
末
か
ら
昭
和
前
半
期
の
石
塔
が
密
集
し
て
な
ら
び
、
あ
る
時
期
に
整
理
さ
れ

た
様
相
を

示

し
て
い
る
。
広
場
の
西
南
に
無
縁
塔
が
集
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
中
に

多
く
の
中
世
の
石
塔
が
み
ら
れ
る
。
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
と
し
て
は
、
　
一
五
世

紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
前
半
に
中
心
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
小
形
の
組
合
せ
式
五
輪

塔
が
四

四
、
　
一
石
五
輪
塔
が
二
、
屋
蓋
を
も
つ
箱
形
石
仏
が
二
九
数
え
ら
れ
た
。
五

輪
塔

と
箱
形
石
仏
は
大
部
分
榛
原
石
製
で
あ
る
が
、
一
割
ほ
ど
は
花
崩
岩
製
で
、
花

闘
岩
製
の
五
輪
塔
は
あ
る
い
は
や
や
新
し
い
時
期
の
も
の
か
も
知
れ
な
い
。

　
中
世
の
石
塔
類
が
す
べ
て
残
さ
れ
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
、
本
来
は
さ

ら
に
そ
の
数
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
の
墓
地
が
少
な
く
と
も
中
世
後
半
に

は

さ
き
に
み
た
遺
跡
化
し
た
中
世
の
廃
絶
墓
地
と
同
じ
よ
う
な
景
観
を
呈
し
て
い
た

こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
ま
た
昭
和
四
二
年
に
正
平
の
五
輪
塔
の
あ
る
土
壇
の
東
南

方
の
墓
地
の
無
縁
石
塔
を
集
め
、
広
場
の
西
南
の
山
際
に
整
理
し
た
際
に
火
葬
の
蔵

骨
器

と
判
断
さ
れ
る
一
三
世
紀
前
半
の
美
濃
須
衛
窯
の
四
耳
壷
（
図
2
0
）
、
　
一
四
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

中
頃
の
信
楽
壼
（
図
2
1
）
が
採
集
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
墓
地
も
中
世
前
半
に
は
火
葬
墓

が

営
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
興
味
深
い
こ
と
は
、
墓
地
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の

一
角
に
、
前
述
の
正
平
の
五
輪
塔
が
存
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
台
座
を
含
め
た
高

さ
は
、
一
・
六
一
メ
ー
ト
ル
で
、
こ
の
地
域
の
中
世
墓
地
の
小
形
の
組
合
せ
式
五
輪

塔
に
比
較
す
る
と
明
ら
か
に
一
ま
わ
り
大
き
い
（
図
1
4
）
。
地
輪
の
一
側
面
に
「
正
平

六
年
／
六
月
日
建
立
／
如
件
　
敬
白
」
の
刻
銘
が
あ
る
。
大
和
や
河
内
の
大
き
な
惣

墓
に
は
鎌
倉
期
の
大
型
五
輪
塔
が
墓
地
の
総
供
養
塔
と
し
て
立
て
ら
れ
て
い
る
例
が

少
な
く
な
い
が
、
大
蔵
寺
墓
地
の
こ
の
五
輪
塔
も
墓
地
の
総
供
養
塔
と
し
て
の
性
格

を

も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
。
個
々
の
墓
に
小
形
の
石
塔
類
が
立
て
ら
れ
る
以
前
、
墓
地

の

シ

ン

ボ

ル

と
し
て
の
役
割
を
は
た
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
大
蔵
寺
墓
地
は
、
美
濃
須
衛
の
蔵
骨
器
の
出
土
や
正
平
の
五
輪
塔
の

存
在
か

ら
、
す
で
に
一
三
か
ら
一
四
世
紀
に
は
墓
地
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
が

確
実
で
あ
り
、
さ
ら
に
中
世
の
前
半
期
に
は
火
葬
墓
が
営
ま
れ
て
い
た
こ
と
も
明
ら

か

で
、
発
掘
調
査
の
行
わ
れ
た
谷
畑
墓
地
、
シ
メ
ン
坂
墓
地
、
チ
ク
マ
墓
地
な
ど
と

図14大宇陀町大蔵寺墓地の正平6年五輪塔

基

本
的
に
は
同
じ
よ
う
な
性
格
の
墓
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
さ
ら
に
廃

絶
墓
地
で
は
他
所
に
移

さ
れ
た
た
め
か
遺
存
し
な
い
大
型
の
総
供
養
塔
が
今
も
守
ら

れ
て

お

り
、
廃
絶
中
世
墓
地
の
多
く
も
も
と
は
こ
う
し
た
総
供
養
塔
を
も
っ
て
い
た

可
能
性
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
こ

の

墓
地
を

共
同
墓
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
大
字
栗
野
地
区
は
、
昭
和
六
〇
年

の

国
勢
調
査
時
に
は
戸
数
八
〇
世
帯
で
、
こ
れ
は
明
治
一
四
年
の
調
査
時
と
変
わ
っ

て

い

な
い
。
な
お
こ
の
墓
地
で
は
、
一
九
八
〇
年
旧
墓
地
の
尾
根
の
北
側
に
大
規
模

な
新
墓
地
が
造
成
さ
れ
、
大
蔵
寺
関
係
者
と
戦
没
者
の
石
塔
及
び
無
縁
の
も
の
以
外

の

石
塔
は

す
べ
て
家
ご
と
の
区
画
に
移
さ
れ
、
ま
た
す
べ
て
火
葬
に
な
っ
て
い
る
。

⇔
　
菟
田
野
町
入
谷
西
上
墓
地

　
　
　
　
　
に
ゆ
う
だ
に

　
菟
田
野
町
入
谷
は
、
中
世
に
は
興
福
寺
大
乗
院
領
の
丹
生
谷
庄
の
お
か
れ
た
と
こ

ろ
で
、
芳
野
川
の
支
流
入
谷
川
に
沿
っ
た
村
落
で
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
の
国
勢
調
査

時
の
戸
数
は
一
二
戸
で
あ
る
。
西
上
墓
地
は
、
こ
の
旧
入
谷
村
の
共
同
墓
地
と
し
て

現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。
墓
地
は
北
か
ら
南
へ
の
び
る
細
長
い
尾
根
の
上
に
立
地

し
、
そ
の
長
さ
は
八
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
。
一
九
九
二
年
現
在
も
土
葬
で
、
埋
葬
は

南
北
に

長
い
尾
根
上
の
西
側
の
肩
の
部
分
に
、
各
家
ご
と
に
定
め
ら
れ
た
場
所
に
行

わ

れ
、
そ
の
す
ぐ
前
方
に
石
塔
類
が
や
は
り
家
ご
と
に
ま
と
め
て
立
て
ら
れ
て
い
る

（
図
1
7
）
。
　
『
菟
田
野
町
史
』
で
は
こ
れ
を
両
墓
制
の
一
類
型
と
し
て
理
解
し
て
い
る

が
・
い
か
が
で
あ
ろ
顯
・

　
ま
た
尾
根
の
南
端
部
に
は
、
　
一
辺
六
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
で
三
段
築
成
の
方
形
の
壇
が

造

ら
れ
、
そ
の
上
に
や
や
大
き
な
五
輪
塔
が
置
か
れ
、
そ
の
周
囲
に
中
世
の
石
塔
類
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図15菟田野町入谷西上墓地の「金兵衛さん」

図16菟田野町入谷西上墓地の大型五輪塔

が

集
め
ら
れ
て
い
る
。
地
元
で
は
こ
の
石
塔
群
を
「
金
兵
衛
さ
ん
」
と
よ
ん
で
い
る

（
図
1
5
）
。
中
央
の
五
輪
塔
は
、
高
さ
が
］
・
〇
八
メ
ー
ト
ル
（
本
体
の
み
）
あ
り
、

銘

は

な
い
（
図
1
6
）
。
大
蔵
寺
の
正
平
の
五
輪
塔
に
く
ら
べ
る
と
小
規
模
で
あ
る
が
、

こ
の
地
域
の
中
世
墓
地
の
小
型
五
輪
塔
に
く
ら
べ
る
と
明
ら
か
に
大
き
く
、
や
は
り

こ
の
墓
地
の
総
供
養
塔
の
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
大
蔵

寺
例
に
比
較
す
る
と
、
火
輪
の
軒
の
端
部
の
上
方
へ
の
反
り
が
著
し
く
、
地
輪
も
幅

に
対

し
て
高
さ
が
増
し
て
い
て
、
後
出
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
が
、
空

風
輪
の
形
態
な
ど
か
ら
も
一
六
世
紀
ま
で
下
が
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
小
型

の

組
合

せ
五
輪
塔
が
盛
ん
に
造
立
さ
れ
る
時
期
の
ご
く
初
期
の
も
の
、
す
な
わ
ち
］

五
世
紀
中
ご
ろ
の
も
の
と
考
え
て
大
過
な
か
ろ
う
。
そ
の
ま
わ
り
の
方
形
壇
上
に
は
、

組
合

ぜ
の

小
型
五
輪
塔
が

三

五
、
屋
蓋
を
と
も
な
う
箱
形
石
仏
が
三
二
、
尖
頭
形
な

い

し
舟
形
の
光
背
を
も
つ
石
仏
が
六
、
　
一
石
五
輪
塔
が
二
、
さ
ら
に
宝
俵
印
塔
の
一
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部

な
ど
も
み
ら
れ
る
。
さ
ら
に
そ
の
北
側
に
展
開
す
る
現
在
の
墓
地
の
石
塔
列
の
中

に

も
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
が
少
な
く
な
く
、
組
合
せ
式
五
輪
塔
が
六
、
箱
形
石

仏
が
一
四
も
数
え
ら
れ
る
。
両
者
を
合
わ
せ
る
と
小
型
五
輪
塔
が
四
一
、
箱
形
石
仏

が
四

六
に
な
る
。

　
西

上
墓
地
で

は
、
火
葬
墓
の
有
無
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
し
え
な
い
が
、
少
な
く

と
も
石
塔
類
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
大
蔵
寺
墓
地
と
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

こ

の

墓
地
に

も
や
や
小
さ
く
無
銘
で
あ
る
が
、
通
有
の
小
型
五
輪
塔
と
は
そ
の
性
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
異
に
し
、
墓
地
の
総

図17　菟田野町入谷西上墓地

供
養
塔
と
し
て
の
役
割

を

も
つ
と
推
定
で
き
る

や
や
大
型
の

五
輪
塔
が

あ
る
。
一
方
個
々
の
墓

に

は
一
五
世
紀
後
半
か

ら
一
六
世
紀
前
半
に
は

多
く
の
小
型
五
輪
塔
が
、

さ
ら
に
一
六
世
紀
後
半

に

は

箱
形
石
仏
が
墓
上

に
立
て

ら
れ
て
い
た
ら

し
い
。
し
た
が
っ
て
中

世
の

後
半
に

は
発
掘
さ

れ
た
中
世
墓
地
と
同
じ

景
観
を
呈
し
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
こ
と
は
、
西
上
墓
地
も
ま
た
中
世
前
半
に
さ
か
の

ぼ

り
、
初
期
に
は
火
葬
墓
を
と
も
な
っ
て
い
た
可
能
性
が
大
き
い
こ
と
を
推
測
さ
せ

る
の
で
あ
る
。

　
な

お
、
こ
の
西
上
墓
地
で
は
、
発
掘
さ
れ
た
廃
絶
墓
地
に
比
べ
る
と
五
輪
塔
よ
り

も
箱
形
石
仏
が
多
い
こ
と
が
大
き
な
相
違
点
で
あ
る
が
、
大
蔵
寺
墓
地
で
も
五
輪
塔

四
四

に

対

し
て
二
九
と
廃
絶
墓
地
に
比
べ
る
と
明
ら
か
に
箱
形
石
仏
の
比
率
が
高
く

な

っ

て

い

る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
ま
さ
に
存
続
墓
地
の
性
格
を
表
す
も
の
に
ほ
か
な
ら

ず
、
ま
た
逆
に
廃
絶
墓
地
の
ほ
と
ん
ど
が
、
箱
形
石
仏
の
造
立
期
間
中
の
比
較
的
早

い
時
点

に
廃
絶

し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

⇔
　
大
宇
陀
町
平
尾
大
久
保
墓
地
と
妙
福
寺
の
ラ
ン
ト
ウ
バ

　
平
尾
は

大
宇
陀
町
の

北
端
に
近
い

宇
陀
川
右
岸
の
集
落
で
、
そ
の
大
久
保
墓
地
は

「
バ

カ
」
と
よ
ぽ
れ
る
両
墓
制
に
と
も
な
う
埋
め
墓
で
、
現
在
平
尾
の
北
の
宇
陀
川

左
岸
の
五
津
の
村
落
と
共
同
の
墓
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
平
尾
も
五

津
も
と
も
に
文
禄
検
地
帳
に
み
ら
れ
る
近
世
初
頭
以
来
の
村
落
（
大
字
）
で
あ
る
が
、

宇

陀
地
方
に
は
こ
う
し
た
二
つ
な
い
し
三
つ
の
村
落
が
墓
地
を
共
通
に
す
る
例
が
い

く
つ
か
知
ら
れ
て
い
る
。
大
久
保
墓
地
は
平
尾
の
集
落
の
北
東
の
丘
陵
中
の
山
林
に

あ
り
、
入
口
の
新
し
い
表
示
以
外
に
石
塔
は
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
現

在
で
も
土
葬
に
よ
る
埋
葬
が
行
わ
れ
て
い
る
（
図
1
8
）
。

　
一
方
こ
の
埋
め
墓
の
「
バ
カ
」
に
対
す
る
詣
り
墓
の
「
ラ
ン
ト
ウ
バ
」
は
平
尾
で

は
、
集
落
内
の
北
端
の
丘
陵
端
に
位
置
す
る
妙
福
寺
の
庫
裏
の
北
側
に
あ
る
。
現
在

の

妙
福
寺
は

日
蓮
宗
で
、
こ
の
平
尾
で
は
一
村
す
べ
て
日
蓮
宗
で
あ
る
と
い
う
。
こ
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図18　大宇陀町平尾の大久保墓地

の

妙
福
寺
の
「
ラ
ン
ト
ウ
バ
」
の
一
角
に
は
無
縁
の
石
塔
類
が
集
め
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
中
に
は
組
合
式
の
小
型
五
輪
塔
が
二
〇
個
体
分
、
箱
形
石
仏
が
一
●
ほ
ど
認
め

ら
れ
る
（
図
1
9
）
。
こ
れ
ら
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
石
塔
類
が
本
来
こ
の
場
所
に
あ
っ
た

か

ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
二
、
三
基
で
は
な
く
相
当
数
の
石
塔
が
三
〇
〇
メ
ー

ト
ル
も
離
れ
た
大
久
保
墓
地
か
ら
運
ば
れ
た
と
考
え
る
よ
り
は
、
も
と
も
と
こ
の
場

所
に
あ
っ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
こ
の
想
定
に
あ
や
ま
り
が
な
け
れ
ば
、

現
在
の

と
こ
ろ
宇
陀
地
方
の
石
塔
を
と
も
な
う
中
世
墓
地
遺
跡
の
発
掘
例
で
火
葬
、

図19大宇陀町平尾妙福寺裏の詣り墓と集められた古い石塔類

土

葬
の
別
は
あ
っ
て
も
埋
葬
を
と
も
な
わ
な
い
例
は
ま

っ

た

く
み
ら
れ
な
い
か
ら
、
こ
の
妙
福
寺
の
場
所
も
本

来
は
中
世
の
墓
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
お
そ
ら
く
近
世
に
入
っ
て
、
五
津
の

村
と
共
同
の
埋
葬
地
が
別
に
設
定
さ
れ
、
平
尾
の
有
力

農
民
な
い
し
在
地
武
士
の
墓
地
で
あ
っ
た
妙
福
寺
の
場

所
に

一
村
の

詣
り
墓
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
も

の

と
思
わ
れ
る
。

　
な

お
平
尾

と
同
じ
様
に
、
埋
葬
地
を
こ
の
大
久
保
墓

地
に

求
め
て
い
る
五
津
の
村
落
の
「
ラ
ン
ト
ウ
パ
」
は
、

や
は

り
五
津
の
村
内
高
台
の
上
に
あ
る
地
蔵
庵
（
ア
ン

デ
ラ
）
と
よ
ば
れ
る
小
堂
の
隣
接
地
に
あ
る
。
各
家
ご

と
に
整
理
さ
れ
た
区
画
に
石
塔
が
立
ち
並
ぶ
が
、
一
石

五
輪
塔
が
一
基
み
ら
れ
る
以
外
に
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る

石
塔
類
は

ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。

◎

　
榛
原
町
小
鹿
野
墓
地

　
榛
原
町
小
鹿
野
は
大
字
萩
原
に
属
す
る
が
、
『
宇
陀
郡
史
料
』
な
ど
に
よ
る
と
旧

萩
原
村
が
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
上
萩
原
村
と
下
萩
原
村
に
分
離
、
さ
ら
に
元
禄

一
五
年

（
一
七

〇
二
）
ま
で
に
上
萩
原
村
は
西
峠
村
と
小
鹿
野
村
に
分
離
、
下
萩
原

が
単
に
萩
原
村
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
明
治
一
九
年
に
再
び
合
併
し
て
萩
原
村

に

も
ど
っ
て
い
る
。
伊
勢
街
道
添
い
の
宿
場
町
で
あ
る
下
萩
原
に
対
し
上
萩
原
の
西
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峠
や
小
鹿
野
は
純
然
た

る
農
村
で
あ
る
。
こ
の
小
鹿
野
、
西
峠
は
近
世
以
来
両
墓
制

で
、
こ
の
両
村
の
「
バ
カ
」
す
な
わ
ち
埋
め
墓
は
、
小
鹿
野
の
集
落
か
ら
南
に
の
び

る
細
長
い
尾
根
上
に
あ
り
、
北
側
の
高
い
方
に
小
鹿
野
の
「
バ
カ
」
が
、
南
の
丘
陵

端
に

は
西
峠
の
「
バ
カ
」
が
あ
る
。
た
だ
こ
の
両
村
の
両
墓
制
は
現
在
大
き
く
変
貌

し
つ
つ
あ
る
。

　

小
鹿
野
、
西
峠
の
両
村
と
も
本
来
「
ラ
ン
ト
ウ
バ
」
は
、
村
落
内
の
住
居
の
近
く

に

家
な
い
し
一
族
単
位
に
設
け
ら
れ
て
い
た
。
西
峠
で
は
い
ま
も
そ
う
し
た
「
ラ
ン

ト
ウ
バ
」
が
村
内
に
の
こ
る
一
方
で
、
小
鹿
野
の
「
バ
カ
」
の
南
に
あ
る
「
バ
カ
」

に
石
塔
を

立
て

る
家
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
火
葬
化
が
こ
の
動
き
に
拍
車
を
か

け
て
い
る
。
一
方
小
鹿
野
で
は
両
墓
制
の
原
則
は
守
ら
れ
、
そ
の
「
バ
カ
」
に
は
一

切
石
塔
類
は
立
て

ら
れ
な
い
が
、
そ
れ
は
「
バ
カ
」
と
同
じ
丘
陵
の
北
側
の
高
所
に

近
年
、
村
落
全
体
の
「
ラ
ソ
ト
ウ
バ
」
が
設
け
ら
れ
、
各
家
単
位
に
整
然
と
石
塔
の

並
ぶ
詣

り
墓
が
整
備
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

こ
の
小
鹿
野
の
「
バ
カ
」
と
新
し
い
「
ラ
ン
ト
ウ
バ
」
の
間
は
三
〇
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
が
、
そ
の
中
間
に
は
戦
没
者
の
墓
が
あ
り
、
そ
の
前
に
古
い

無
縁
の
石
塔
類
が
並
ん
で
い
る
。
そ
の
な
か
に
は
五
輪
塔
が
二
〇
基
ほ
ど
、
箱
形
石

仏
が
一
一
基
ほ
ど
み
ら
れ
、
そ
れ
と
は
別
に
「
元
禄
十
年
」
の
も
の
な
ど
近
世
の
石

塔
類

が
一
二
基
の
箱
形
石
仏
な
ど
と
と
も
に
円
形
に
集
積
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち

集
積
さ
れ
た
石
塔
類
は
新
墓
地
（
ラ
ン
ト
ウ
バ
）
の
造
成
時
に
小
鹿
野
集
落
の
中
の

地
蔵
堂
に

あ
っ
た
無
縁
の
石
塔
類
を
一
括
移
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
申

世
の
五
輪
塔
や
石
仏
類
は
以
前
か
ら
こ
の
場
所
に
あ
っ
た
も
の
と
い
う
。
こ
の
こ
と

は
、
こ
の
小
鹿
野
の
埋
め
墓
で
あ
る
「
バ
カ
」
の
地
が
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
あ
る

段
階

ま
で
は
石
塔
を
と
も
な
う
単
墓
制
の
墓
地
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
示

す
も
の
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
小
鹿
野
地
区
の
新
し
い
石
塔
墓
（
ラ
ン
ト
ウ
バ
）

の

設
置

は
一
種
の
「
先
祖
帰
り
」
と
も
理
解
で
き
な
く
な
い
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
こ
う
し
た
農
村
地
区
の
上
萩
原
に
対
し
、
宿
場
町
的
な
性
格
の
強
い
下
萩

原
で
は
両
墓
制
の
痕
跡
す
ら
見
い
だ
し
難
い
。
街
道
の
東
側
の
北
か
ら
南
へ
の
び
る

丘
陵
上
に
大
規
模
な
下
萩
原
地
区
の
地
蔵
山
墓
地
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
近
年
ま
で

土
葬
が
行
わ
れ
、
ま
た
石
塔
が
立
て
ら
れ
る
単
墓
制
の
墓
地
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の

丘
陵
の
南
側
に
は
融
通
念
仏
宗
の
宗
祐
寺
が
あ
り
、
そ
の
境
内
に
も
墓
地
が
あ
る
が
、

こ
れ
も
す
べ
て
火
葬
の
単
墓
制
の
墓
地
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
の
下
萩
原
の
地
蔵
山
墓

地
で
も
、
宗
祐
寺
墓
地
で
も
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
石
塔
類
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。

わ
ず
か
に
宗
祐
寺
墓
地
の
無
縁
石
塔
の
な
か
に
五
輪
塔
の
水
輪
が
三
点
（
う
ち
一
点

は

花
崩
岩
製
で
新
し
い
可
能
性
も
大
き
い
）
み
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。
し
た
が
っ
て

地
蔵
山
墓
地
、
宗
祐
寺
墓
地
と
も
近
世
に
な
っ
て
成
立
し
た
墓
地
と
考
え
ざ
る
を
え

な
い
の
で
あ
る
。
宇
陀
で
最
大
の
在
郷
町
で
あ
っ
た
現
大
宇
陀
町
の
松
山
に
は
、
町

の

南
に
不
帰
堂
墓
地
、
北
側
に
味
座
寺
墓
地
が
、
ま
た
町
内
の
慶
恩
寺
境
内
に
も
大

規
模
な
墓
地
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
単
墓
制
の
墓
地
で
、
し
か
も
中
世
に
さ
か
の
ぼ

る
石
塔
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
点
、
下
萩
原
と
共
通
す
る
。

　
以

上
、
宇
陀
地
方
の
現
在
の
墓
地
の
う
ち
、
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
と
思
わ
れ
る
い

く
つ
か
の
墓
地
の
状
況
を
簡
単
に
み
て
み
た
。
こ
の
う
ち
少
な
く
と
も
現
在
も
単
墓

制
の
大
宇
陀
町
大
蔵
寺
墓
地
、
菟
田
野
町
入
谷
西
上
墓
地
は
い
ず
れ
も
中
世
後
半
に

は
、
谷
畑
中
世
墓
地
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
中
世
末
に
廃
絶
し
た
墓
地
と
ま
っ
た
く

同
様
な
墓
地
景
観
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
ま
ず
立
地
に
つ
い
て
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　　　　喝■旨■一“

図20大宇陀町大蔵寺墓地出土の美濃須衛四耳壼

　　　（大蔵寺蔵、高さ29．5cm）

図21大宇陀町大蔵寺墓地出土の信楽壼

　　　（大蔵寺蔵、高さ22．8㎝）

は
い

ず
れ

も
尾
根
上
に
営
ま
れ
て
お
り
、
発
掘
例
の
多
く
と
共
通
す
る
。
地
上
部
に

立
て

ら
れ
る
石
塔
類
に
つ
い
て
も
小
型
五
輪
塔
と
箱
形
石
仏
が
中
心
と
な
っ
て
い
る

点

も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
墓
地
の
中
に
総
供
養
塔
と
考
え
ら
れ
る
通
有
の
小
型
五
輪

塔

よ
り
明
ら
か
に
大
型
の
五
輪
塔
を
と
も
な
う
と
こ
ろ
が
異
な
る
が
、
こ
れ
は
す
べ

て

中
世
末
頃
で
廃
絶
し
て
い
る
発
掘
例
で
は
、
廃
絶
す
る
際
に
他
に
移
さ
れ
た
り
し

た
た
め

に
失
わ
れ
て

い

る
場
合
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
廃
絶
墓
地

の

多

く
で
も
、
個
々
の
墓
へ
の
石
塔
の
造
立
に
先
立
っ
て
こ
う
し
た
大
型
の
石
塔
が

墓
地
の

一
角
に
立
て
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お

小
型
五
輪
塔
と
箱
形
石
仏
の
比
率
が
、
大
蔵
寺
で
は
四
四
対
二
九
、
西
上
墓
地
で
は

四
一
対
四
六
と
両
墓
地
と
も
発
掘
さ
れ
た
墓
地
に
く
ら
べ
て
箱
形
石
仏
の
比
率
が
著

し
く
高
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
異
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
発
掘
さ
れ
た
墓

地
の

多
く
が
、
箱
形
石
仏
の
盛
行
期
間
の
ご
く
初
期
に
墓
地
と
し
て
の
使
用
が
断
た

れ
た
こ

と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
現
存
墓
地
で
は

地
下
構
造
を
う
か
が
う
こ
と
は
難
し
い
が
、
少
な
く
と
も
大
蔵
寺

墓
地
で
は

火
葬
墓
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
発
掘
例
で
は
例
外
な
く
中

世
の

前
半
期
か

ら
中
葉
に
は
火
葬
が
一
般
的
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
も
両
墓
地
と
も

火
葬
墓
か
ら
土
葬
墓
へ
の
変
化
を
想
定
し
て
も
差
支
え
な
か
ろ
う
。
両
墓
地
の
成
立

時
期
に

つ
い
て

は
、
大
蔵
寺
墓
地
が
一
三
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
、
美
濃

須
衛
四
耳
壷
（
図
2
0
）
の
出
土
か
ら
知
ら
れ
る
が
、
西
上
墓
地
に
つ
い
て
は
一
五
世
紀

以
前

に

さ
か
の
ぼ
る
こ
と
を
示
す
資
料
は
今
の
と
こ
ろ
見
い
だ
せ
な
い
。
し
か
し
石

塔
類
の

あ
り
方
を
は
じ
め
同
じ
よ
う
な
存
在
形
態
を
示
す
発
掘
例
が
い
ず
れ
も
＝
二

な

い

し
一
四
世
紀
に
遡
る
こ
と
か
ら
も
、
西
上
墓
地
も
中
世
前
半
期
か
ら
出
現
し
て
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い

た
可
能
性
は
き
わ
め
て
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

　

ま
た
両
墓
地
の
規
模
に
つ
い
て
も
石
塔
が
遺
存
す
る
割
合
が
現
存
墓
地
の
方
が
高

い

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
両
墓
地
の
規
模
が
谷
畑
例
な
ど
に
く
ら
べ
て
特
に
大
規

模
で
あ
っ
た
と
考
え
る
必
要
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
谷
畑
、
シ
メ
ソ
坂
、
チ
ク
マ
墓

地
な

ど
と
ほ
と
ん
ど
同
規
模
の
墓
地
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
と
す
れ
ば
大

蔵
寺
墓

地
、
西
上
墓
地
に
つ
い
て
も
、
発
掘
墓
地
に
つ
い
て
想
定
し
た
よ
う
に
、
こ

の

地
の

在
地
武
士
層
の
一
統
墓
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
中
世
の
宇
陀
で
秋
山
氏

と
と
も
に
大
き
な
勢
力
を
も
っ
た
沢
氏
関
係
の
文
書
の
な
か
に
大
永
七
年
（
一
五
二

七
）
、
沢
氏
の
「
若
子
様
」
が
宇
陀
水
分
神
社
の
祭
礼
で
頭
役
を
勤
め
た
際
の
酒
樽

献
納
記
録
で

あ
る
「
樽
引
付
」
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
な
か
に
沢
氏
の
同
名
衆
あ
る

い

は
与

力
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
グ
ル
ー
プ
の
中
に
「
丹
生
谷
殿
」
の
名
が
み
ら

　
（
4
）

れ

る
。
ま
た
大
蔵
寺
の
あ
る
栗
野
の
す
ぐ
南
は
、
中
世
前
半
に
こ
の
地
域
で
有
力
で

あ
っ
た
牧
氏
の
本
拠
地
で
あ
り
、
栗
野
に
も
こ
れ
を
さ
さ
え
た
有
力
在
地
武
士
の
存

在
が

想
定
さ
れ
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
大
蔵
寺
墓
地
や
入
谷
墓
地
を
こ
の
地
の
在
地
武
士
層
の
一
統
墓
と
考

え
た
場
合
、
現
在
の
両
墓
地
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
共
同
墓
地
と
な
っ
て
い
る
こ
と

と
齪
酷
を
き
た
す
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
村
の
有
力
な
名
主
な
い
し
在
地

武
士
層
の
一
統
墓
の
周
辺
に
、
付
近
の
一
般
農
民
の
墓
が
営
ま
れ
る
よ
う
に
な
り
、

次
第
に
地
縁
的
な
墓
地
に
変
質
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
有
力
者
の
墓
地
の
周

辺

に
一
般
庶
民
の
墓
が
展
開
し
、
そ
れ
が
現
在
の
共
同
墓
地
へ
と
展
開
し
て
い
く
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

は
、
奈
良
盆
地
部
で
も
数
多
く
知
ら
れ
て
い
る
。
さ
き
に
み
た
発
掘
例
な
ど
か
ら
考

え
る
と
、
宇
陀
地
方
の
場
合
そ
の
変
質
は
中
世
以
降
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
の
出
来

事
で
あ
ろ
う
。

　
一
方
、
現
在
両
墓
制
を
と
っ
て
い
る
墓
地
に
つ
い
て
は
、
石
塔
を
立
て
る
場
所
と

埋
葬
地
が

異

な
る
た
め
中
世
以
来
の
変
化
を
追
跡
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
。
し
か
し

さ
き
に
検
討
し
た
よ
う
に
大
宇
陀
町
平
尾
の
埋
め
墓
大
久
保
墓
地
に
つ
い
て
は
中
世

ま
で
さ
か
の
ぼ
る
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
詣
り
墓
の
妙
福
寺
墓
地
に
つ
い
て

は

石
塔
類
の
存
在
か
ら
、
こ
の
地
が
中
世
の
埋
葬
地
で
あ
り
、
石
塔
造
立
場
所
で
も

あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
榛
原
町
小
鹿
野
墓
地
の
場
合
は
逆
に
現
在
の

埋
め
墓
に
近
い

場
所
に
石
塔
を

と
も
な
う
埋
葬
地
が
存
在
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
石
塔
類
の
移
動
を
ま
っ
た
く
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

ら
、
両
墓
制
成
立
以
前
の
墓
地
の
位
置
を
現
在
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、

少
な
く
と
も
こ
れ
ら
の
墓
地
が
、
中
世
に
始
ま
る
こ
と
、
そ
れ
は
お
そ
ら
く
中
世
の

大
蔵
寺
墓
地
や
入
谷
墓
地
、
さ
ら
に
は
発
掘
さ
れ
た
中
世
墓
地
に
近
い
墓
地
景
観
を

呈

し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。

註（
1
）
本
稿
の
記
述
は
主
と
し
て
一
九
七
四
年
に
行
っ
た
筆
者
の
踏
査
の
メ
モ
に
ょ
る
が
。

　
　
本
稿
の
執
筆
の
た
め
に
一
九
九
二
年
に
実
施
し
た
補
足
的
な
踏
査
に
よ
っ
た
と
こ
ろ
も

　
　
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
二
〇
年
足
ら
ず
の
間
に
お
け
る
こ
の
地
域
の
葬
・
墓
制

　
　
の
変
貌
は
は
な
は
だ
し
く
、
ま
た
現
在
さ
ら
に
大
き
く
変
貌
を
と
げ
つ
つ
あ
る
。
民
俗

　
　
学
的
な
記
録
保
存
調
査
の
必
要
性
を
痛
感
し
た
。

（
2
）
　
出
土
の
場
所
や
径
緯
に
つ
い
て
は
大
蔵
寺
前
住
職
川
井
宝
光
師
の
教
示
に
ょ
る
。
な

　
　
お
、
こ
の
資
料
の
存
在
は
十
数
年
前
に
堀
田
啓
一
氏
の
教
示
に
よ
っ
て
知
っ
た
。

（
3
）
松
本
俊
吉
「
民
俗
ー
人
の
一
生
1
」
（
『
菟
田
野
町
史
』
一
九
六
八
年
）
。
こ
の
ほ
か

　

『
榛
原
町
史
』
（
一
九
五
九
年
）
、
『
大
宇
陀
町
史
』
（
一
九
五
九
年
）
、
『
奈
良
県
史
』
第
一

　
　
二
巻
民
俗
上
（
名
著
出
版
社
、
一
九
八
六
年
）
な
ど
い
ず
れ
も
こ
の
地
域
の
墓
制
を
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両
墓
制
と
し
て
単
墓
制
の
存
在
に
ふ
れ
ず
、
そ
の
複
雑
な
実
相
を
と
ら
え
て
い
な
い
。

（
4
）
　
西
山
克
「
中
世
の
大
宇
陀
」
（
『
新
訂
大
宇
陀
町
史
』
一
九
九
二
年
）
。

（
5
）
　
吉
井
敏
幸
コ
の
谷
遺
跡
の
歴
史
的
性
格
に
つ
い
て
」
（
『
歴
史
手
帖
』
一
四
巻
一
一

　
　
号
、
一
九
八
六
号
）
。

四
　
中
世
宇
陀
に
お
け
る
葬
・
墓
制
の
展
開

　
宇
陀
地
方
の
中
世
墓
地
に
は
、
一
六
世
紀
の
後
半
頃
で
廃
絶
し
た
墓
地
と
、
そ
の

後
も
存
続
し
現
在
に
ま
で
つ
な
が
る
墓
地
の
二
者
が
存
在
す
る
。
小
論
で
検
討
し
た

か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
二
者
は
少
な
く
と
も
中
世
の
段
階
で
は
、
基
本
的
に
共
通
の
墓

地
景

観
、
内
容
、
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
う

し
た
中
世
墓
地
の
成
立
時
期
や
そ
こ
で
の
埋
葬
の
実
態
を
知
る
に
は
現
存
墓
地
の
表

面
的
調
査
で
は
大
き
な
限
界
が
あ
っ
て
廃
絶
墓
地
の
発
掘
結
果
に
よ
る
ほ
か
な
く
、

逆
に
近
世
へ
の
展
開
過
程
や
多
く
の
墓
地
の
廃
絶
の
理
由
な
ど
に
つ
い
て
は
現
存
墓

地
の
あ
り
方
に
そ
の
理
由
を
さ
ぐ
る
ほ
か
な
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
両
者
の
総
合
的

な

検
討
が
ど
う
し
て
も
必
要
で
あ
る
。
以
下
、
前
節
ま
で
の
検
討
結
果
に
も
と
づ
き
、

両
者
を

総
合

し
て
こ
の
地
域
に
お
け
る
中
世
の
葬
制
・
墓
制
の
展
開
過
程
の
一
端
に

つ
い
て

考
え
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

こ
の
地
域
の
中
世
墓
地
は
、
い
ず
れ
も
一
三
世
紀
な
い
し
一
四
世
紀
に
出
現
し
、

そ
の
大
部
分
は
少
な
く
と
も
一
六
世
紀
末
ま
で
存
続
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
の
地

域
の
墓
地
の
歴
史
的
展
開
過
程
の
な
か
で
、
　
二
二
世
紀
か
ら
一
六
世
紀
ま
で
の
間
を

一
つ
の

時
代
と
し
て
捉
え
う
る
こ
と
を
物
語
る
。
こ
の
時
期
の
墓
地
を
中
世
墓
地
と

し
て
把
握
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
こ
の
中
世
墓
地
の
成
立
は
こ

の

地
方
の
葬
墓
制
の
展
開
過
程
の
な
か
で
い
か
な
る
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
問
題
を
考
え
る
に
は
、
こ
れ
ら
中
世
墓
地
が
い
ず
れ
も
火
葬
墓
と
し
て
出
現
し

て

い

る
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
地
方
の
一
〇
世
紀
か
ら
一
二
世
紀

の

頃
の
葬
・
墓
制
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
大
王
山
西
尾
根
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
伸
展
葬
で
は
な
い
土
葬
墓
が
あ
る
一
方
で
、
能
峠
南
山
の
主
脈
上
の
古
墳
の

横
穴
式
石
室
を
利
用
し
た
火
葬
が
一
二
世
紀
に
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。
ま

た
一
二
世
紀
前
後
に
近
畿
地
方
の
各
地
で
、
古
墳
の
横
穴
式
石
室
を
埋
葬
空
間
と
し

て

再
利

用
す
る
こ
と
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
ひ
ろ
く
近
畿
各
地
の
横
穴
式
石

室
か
ら
こ
の
時
期
の
瓦
器
椀
な
ど
の
出
土
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
石
室
を
利
用
し
た
埋
葬
は
、
遺
骸
を
石
室
の
空
間
内
に
収
め
る
も
の
で
あ
っ
て

地
中
へ
の
埋
葬
と
は
意
味
が
異
な
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
死
体
の
遺
棄
な
い
し
骨
化
の

た
め

の

仮
埋
葬
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
、
近
く
に
利
用
で
き
る
石
室
な
ど
が
な
い
場

合
に
は
当
然
山
中
な
ど
へ
の
遺
棄
に
近
い
行
為
に
な
っ
た
も
の
と
考
え
ざ
る
を
え
な

鴫
い
ず
れ
に

し
て
も
こ
の
時
期
に
は
・
さ
ま
ざ
ま
な
土
葬
火
葬
風
葬
的
藷

送
、
死
体
遺
棄
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
遺
骸
処
理
が
行
わ
れ
て
お
り
、
普
遍
的
な
葬
・
墓

制
の
存
在
を
想
定
す
る
の
は
困
難
と
い
う
ほ
か
な
い
。

　
そ

う
し
た
状
況
の
な
か
で
一
三
世
紀
頃
、
宇
陀
地
方
の
各
地
で
在
地
武
士
層
な
い

し
有
力
農
民
層
が
一
斉
に
火
葬
墓
を
営
み
は
じ
め
る
背
景
に
は
、
こ
う
し
た
火
葬
の

普
及
に
努
め
た
人
々
の
存
在
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ら
の
火
葬
墓
地
に
や
が

て

五
輪
塔
が

造
立

さ
れ
る
こ
と
は
、
こ
の
火
葬
の
波
及
が
仏
教
と
無
関
係
で
は
な
か

っ

た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
細
川
涼
一
氏
が
、
大
和
や

河
内
で
律
宗
の
下
級
僧
侶
が
死
者
の
火
葬
、
埋
骨
な
ど
の
葬
送
活
動
を
行
う
こ
と
に
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よ
っ
て
、
顕
密
仏
教
の
葬
祭
を
民
衆
に
普
及
さ
せ
る
役
割
を
は
た
し
、
惣
墓
の
成
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

と
も
か
か
わ
る
こ
と
を
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
宇
陀
の
山
間
部
に
お
け
る
火
葬
墓
地
の

成
立
も
、
こ
う
し
た
下
級
僧
侶
な
ど
の
活
動
と
無
関
係
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ

る
。
同
じ
大
和
で
も
「
国
中
」
の
平
野
部
で
は
、
や
が
て
惣
村
・
惣
郷
な
ど
と
よ
ぼ

れ

る
村
落
共
同
体
の
形
成
と
関
連
し
て
大
型
の
惣
墓
が
形
成
さ
れ
る
が
、
そ
の
核
と

な
る
有
力
在
地
武
士
層
の
墓
地
は
い
ず
れ
も
一
三
・
一
四
世
紀
に
は
成
立
し
て
い
た

も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
動
き
は
山
間
部
の
宇
陀
地
域
で
同
様
で
あ
っ
た
と

思

わ
れ

る
。
シ
メ
ン
坂
墓
地
の
す
ぐ
下
に
シ
メ
ン
寺
が
、
大
王
山
墓
地
に
隣
接
し
て

大
王
寺
が
存
在
す

る
の
も
ま
た
こ
う
し
た
中
世
墓
地
の
成
立
と
中
世
仏
教
と
の
密
接

な
関
わ
り
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
同
じ
「
山
中
」
の
大
和
高
原
で
も
都
介

野
村
の
来
迎
寺
に
は
、
こ
の
地
域
の
在
地
武
士
や
名
主
層
に
よ
っ
て
共
同
入
会
墓
地
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

す

な
わ
ち
惣
墓
が
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
と
こ
ろ
が
一
五
世
紀
に
な
る
と
、
本
来
火
葬
墓
と
し
て
成
立
し
た
こ
れ
ら
の
中
世

墓
地

な
か
に
、
土
葬
を
採
用
す
る
も
の
が
多
く
な
っ
て
く
る
。
こ
の
時
期
の
土
葬
に

は
、
い
ず
れ
も
方
形
の
箱
形
棺
を
用
い
た
西
向
き
の
側
臥
屈
葬
と
い
う
一
定
の
形
式

が

成
立

し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
土
葬
へ
の
転
換
の
理
由
は
不
明
で
あ

る
が
、
　
一
六
世
紀
に
な
る
と
火
葬
よ
り
多
く
な
り
、
近
世
の
土
葬
の
時
代
に
近
づ
い

て

い

く
。
た
だ
し
近
世
の
桶
状
の
棺
に
よ
る
座
臥
屈
葬
と
は
葬
法
が
明
ら
か
に
異
な

る
こ
と
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
一
五
世
紀
頃
の
変
化
で
重
要
な

こ
と
は
、
墓
地
の
総
供
養
塔
と
は
別
に
、
個
々
の
墓
に
小
型
の
五
輪
塔
が
立
て
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
石
塔
を
と
も
な
う
墓
の
な
か
に
は
女
性

や
子
供
の
も
の
も
み
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
う
し
た
墓
地
が
在
地
武
士
や
名
主
層
の
家

族
墓
的
性
格

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
に
ほ
か
な
ら
ず
、
血
縁
関
係
が
墓
地

形
成
の

紐
帯

と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
一
方
で
、
一
統
墓
、
家
族
墓
で
あ

っ

て

も
そ
の
な
か
で
の
個
々
人
の
自
立
が
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

て

い

た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
石
塔
造
立
の
単
位
は
あ
く
ま
で
も
個
人
墓
な

の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
六
世
紀
後
半
に
な
る
と
、
こ
の
地
方
の
中
世
墓
地
は
大
き
な
転
機
を
迎

え
る
。
こ
の
時
期
を
境
に
中
世
墓
地
の
多
く
が
廃
絶
し
、
ま
た
存
続
す
る
も
の
も
大

き
く
変
容
を
遂
げ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
変
化
が
、
戦
国
の
世
の
終
了
に
と
も

な
う
織
豊
政
権
に
よ
る
支
配
秩
序
の
再
編
成
と
関
連
す
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

天

正
一
三
年
（
一
五
八
五
）
は
大
和
に
と
っ
て
は
革
命
の
年
で
あ
っ
た
と
い
う
。
豊

臣
秀
吉
の
弟
秀
長
が
大
和
の
領
主
と
な
り
、
古
い
国
侍
を
一
掃
し
て
し
ま
う
。
ま
さ

に

こ
の
前
後
を
境
に
宇
陀
各
地
の
在
地
武
士
層
が
そ
れ
ぞ
れ
営
み
続
け
て
き
た
一
統

墓
の
多
く
が
廃
絶
な
い
し
は
大
き
く
変
貌
す
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
中
世
墓
地
の
大

き
な
変
化
の
直
接
的
な
契
機
が
、
豊
臣
氏
に
よ
る
旧
勢
力
の
一
掃
に
あ
っ
た
こ
と
は

確
か
で

あ
る
が
、
こ
の
時
期
の
墓
地
の
再
編
成
が
単
に
支
配
秩
序
の
変
化
だ
け
に
よ

る
も
の
で
な
か
っ
た
こ
と
も
注
意
さ
れ
な
げ
れ
ぽ
な
ら
な
い
。

　
榛
原
町
の
萩
原
地
区
で
は
谷
畑
墓
地
が
こ
の
時
期
で
廃
絶
す
る
が
、
そ
の
直
後
か

ら
伊
勢
街
道
を
挟
ん
だ
東
側
の
丘
陵
上
に
地
蔵
山
墓
地
が
、
ま
た
そ
の
南
に
は
宗
裕

寺
の
境
内
墓
地
が
成
立
し
て
く
る
。
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
こ
の
地
蔵
山
墓
地
は
現

在
下
萩
原
地
区
の

共

同
墓
地
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
中
世
に
さ
か
の
ぼ
る
小

型
の

五
輪
塔
や
石
仏
は

ま
っ
た
く
み
ら
れ
ず
、
そ
の
成
立
が
近
世
初
頭
に
あ
る
こ
と
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を

示

し
て
い
る
。
お
そ
ら
く
谷
畑
墓
地
を
形
成
し
た
一
統
な
ど
も
一
六
世
紀
末
以
降
　
1
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こ

の

墓
地
に
墓
域
を

も
と
め
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
村
単
位
の
共
同
墓
地
の
出

現
の
背
景
に
、
血
縁
を
紐
帯
と
す
る
墓
地
か
ら
地
縁
を
紐
帯
と
す
る
墓
地
へ
の
大
き

な

変
化
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
宇
陀
地
方
の
近
世
か
ら
現
在
に
い

た

る
墓
地
の
基
本
的
な
形
態
は
、
近
世
初
頭
の
「
村
切
り
」
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
る

「
村
」
す
な
わ
ち
現
在
の
大
字
を
単
位
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
少
な
く
と
も
埋
め
墓

は
こ

う
し
た
村
な
い
し
二
、
三
の
村
が
共
同
で
営
む
も
の
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
そ
う

し
た
村
墓
以
外
に
も
、
村
の
下
部
単
位
で
あ
る
垣
内
墓
も
少
な
く
な
く
、
さ
ら
に
同

族
単
位
の
一
統
墓
、
家
族
単
位
の
家
墓
も
み
ら
れ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
基
本
的
に

は
村
な

い
し

垣
内
と
い
っ
た
地
縁
的
な
紐
帯
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
る
墓
地
が
中
心
と

な
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
血
縁
を
紐
帯
と
す
る
墓
地
か
ら
地
縁
を
紐
帯
と
す
る
墓
地
へ
の
大
き
な

変
化
が
、
中
世
末
、
近
世
初
頭
に
生
じ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
そ

れ
は
新

し
い
地
縁
的
な
墓
地
が
近
世
の
村
を
単
位
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
も

う
な
ず
け
る
。
大
蔵
寺
墓
地
や
入
谷
西
上
墓
地
な
ど
は
こ
の
時
期
を
境
に
有
力
な
名

主
層
の
一
統
墓
か
ら
村
の
共
同
墓
地
に
変
化
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
両
墓
制
を
と

る
小
鹿
野
墓
地
や
平
尾
の
墓
地
な
ど
の
場
合
も
、
両
墓
制
の
採
用
に
と
も
な
っ
て
埋

め
墓
な

い

し
詣
り
墓
の
場
所
の
移
動
は
あ
っ
て
も
、
基
本
的
に
は
同
じ
様
な
変
化
を

想
定
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
一
三
世
紀
以
来
の
在
地
武
士
層
の
一
統
墓
の
な
か
に

は
、
地
域
の
共
同
墓
地
と
し
て
被
葬
者
層
を
拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
存
続
し
た
も

の

と
、
そ
う
し
た
転
換
が
は
か
ら
れ
ず
に
廃
絶
す
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
時
期
、
こ
う
し
た
墓
地
の
再
編
と
関
連
し
て
生
じ
る
の
は
、
葬
制
そ
の
も
の

の
大
き
な
変
革
で
あ
る
。
こ
の
宇
陀
地
方
は
、
両
墓
制
と
単
墓
制
の
混
在
地
域
で
、

現
在
も
大
き
く
変
貌
を
と
げ
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
両
墓
制
を
守
る
地
区
も
少
な
く

な
い
。
た
だ
こ
の
地
域
で
発
掘
を
と
も
な
う
調
査
が
行
わ
れ
た
中
世
の
墓
地
は
す
べ

て

単
墓
制
で
あ
っ
た
。
一
方
、
さ
き
に
ふ
れ
た
榛
原
町
シ
メ
ン
坂
中
世
墓
地
か
ら
三
〇

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
た
尾
根
上
で
二
〇
基
ほ
ど
の
近
世
の
土
墳
墓
が
調
査
さ
れ
て
お

り
、
石
塔
な
ど
の
外
部
表
象
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
か
ら
一
時
期
の
埋
め

墓
の

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
土
墳
墓
は
い
ず
れ
も
座
位
屈
葬
の
円
形
土

墳
で
、
桶
状
の
棺
を
と
も
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
座
位
屈
葬
の
円
形

土
墳
は
シ

メ
ン
坂
中
世
墓
地
で
も
少
数
み
ら
れ
、
中
世
末
期
な
い
し
近
世
初
頭
に
は

出
現
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
シ
メ
ン
坂
の
近
世
墓
地
は
一
七
～
一
八
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

紀
の
も
の
と
想
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
が
両
墓
制
の
埋
め
墓
と
考
え
て
よ
け
れ

ぽ
、
　
一
七
世
紀
に
は
両
墓
制
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
両
墓
制
へ
の
転
換
が
一
七
世
紀
頃
に
行
わ
れ
た
と
考
え
て
差
支
え
な
け
れ
ば
、
そ

の

契
機

は
、
当
然
さ
き
に
み
た
中
世
末
～
近
世
初
頭
の
こ
の
地
方
に
お
け
る
墓
地
の

再
編
成
、
す
な
わ
ち
血
縁
関
係
を
紐
帯
と
す
る
墓
地
か
ら
地
縁
関
係
を
紐
帯
と
す
る

墓

地
へ
の
変
化
と
関
連
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
遺
骸
の
処
理
は
村
を
単
位
に
、
共
同

の

埋
め

墓
へ
の
埋
葬
と
い
う
形
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
死
者
の
霊
に

対
す

る
祀
り
、
す
な
わ
ち
祖
先
の
祭
祀
は
あ
く
ま
で
も
家
を
単
位
と
す
る
も
の
で
あ

っ

た

と
思
わ
れ
る
。
遺
骸
の
処
理
を
村
で
行
い
、
一
方
死
者
の
霊
の
祭
祀
を
家
で
行

う
と
す
れ
ぽ
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
矛
盾
の
一
つ
の
解
決
の
方
法
と
し
て
葬

地
と
祭
地
の
分
離
が
生
じ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
さ
き
に
み
た
平
尾
の
妙
福
寺
の

詣
り
墓
（
ラ
ン
ト
ウ
バ
）
は
、
　
一
村
す
べ
て
が
日
蓮
宗
と
い
う
こ
の
地
域
で
は
や
や

特
異
な
例
で
あ
っ
て
、
　
一
般
に
こ
の
地
方
の
両
墓
制
の
詣
り
墓
は
、
家
の
近
く
に
家

128



奈良県宇陀地方の中世墓地

な
い
し
一
族
単
位
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
こ
の
場
合
、
遣
骸
の
処
理
を
村
の
相
互
扶
助
の
一
貫
と
し
て
行
う
伝
統
は
お

そ

ら
く
こ
の
地
方
の
農
村
で
は
近
世
以
前
か
ら
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
一
方
中
世

に

は
在
地
武
士
層
な
い
し
在
地
の
有
力
農
民
層
の
一
統
墓
で
行
わ
れ
て
い
た
石
塔
の

造
立
に
よ
る
死
者
の
供
養
な
い
し
祖
先
の
祭
祀
が
一
般
農
民
層
に
及
ん
だ
結
果
、
こ

う
し
た
矛
盾
が
生
じ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
地
方
で
も
在
郷

町
の

松
山
や
そ
れ
に
近
い
性
格
を
も
つ
下
萩
原
な
ど
で
両
墓
制
が
生
じ
な
か
っ
た
の

は
、
村
共
同
体
に
よ
る
遺
骸
処
理
の
伝
統
が
こ
う
し
た
町
で
は
な
か
っ
た
か
、
あ
る

い

は
違
っ
た
形
で
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
大
蔵
寺
墓
地
や
入

谷
西
上
墓
の

よ
う
に
中
世
の
在
地
武
士
層
の
墓
地
を
核
に
し
て
村
の
墓
地
が
形
成
さ

れ
た

も
の
に
単
墓
制
を
と
る
も
の
が
多
い
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
村
で
は
村
の
結
合
の

中
核
と
な
っ
た
特
定
の
家
と
の
関
係
が
重
視
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
両
墓
制
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
多
方
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
が
、

宇
陀
地
方
の
中
世
墓
地
の
発
掘
調
査
の
成
果
と
こ
の
地
域
の
現
在
の
墓
地
の
あ
り
方

を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
こ
う
し
た
仮
説
が
提
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
考
古
学
的

な
発
掘
資
料
の
検
討
と
と
も
に
、
現
在
ま
で
存
続
す
る
中
世
以
来
の
墓

地
の

調
査
を

さ
ら
に
組
織
的
に
進
め
、
そ
の
両
者
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ

め
て

中
世
か
ら
近
世
に
至
る
葬
制
・
墓
制
の
実
態
を
鮮
明
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

小
論
は
そ
の

予
察
的

な
検
討
を
宇
陀
の
地
を
例
に
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
考
古
学
に

偏
っ
た
独
善
的
な
解
釈
が
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
き
び
し
い
批
判
が
い
た
だ

け

れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

　
な
お
、
蔵
骨
器
の
う
ち
陶
器
類
の
産
地
と
年
代
に
つ
い
て
は
吉
岡
康
暢
氏
の
教
一
不

を
受
け
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

表
し
て
お
き
た
い
。

記

し
て
負
う
と
こ
ろ
を
明
ら
か
に
し
、
謝
意
を

註（
1
）
　
中
世
に
お
け
る
風
葬
や
死
体
遺
棄
に
つ
い
て
は
、
勝
田
至
氏
の
研
究
が
あ
る
。
勝
田

　
　
至
「
中
世
民
衆
の
葬
制
と
死
稜
ー
特
に
死
体
遺
棄
に
つ
い
て
ー
」
（
『
史
林
』
第
七
〇
巻

　
　
三
号
、
一
九
八
七
年
）
。

（
2
）
　
細
川
涼
一
『
中
世
律
宗
寺
院
と
民
衆
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
七
年
）
。

（
3
）
竹
田
聴
洲
『
民
俗
仏
教
と
祖
先
信
仰
』
（
東
大
出
版
会
、
一
九
七
一
年
）
。

（
4
）
永
島
福
太
郎
「
近
世
の
大
宇
陀
」
（
『
大
宇
陀
町
史
』
一
九
五
九
年
）
。

（
5
）
井
上
義
光
ほ
か
『
野
山
遺
跡
群
』
‖
（
奈
良
県
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
調
査
報
告

　
　
第
五
九
冊
、
一
九
八
九
年
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
国

立
歴
史
民
俗
博
物
館
考
古
研
究
部
）
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Medieval　Graveyards　in　the　Uda　Region，　Nara　Prefecture

SHIRAIsHI　Taichir6

　　Recent　excavations　and　investigations　have　made　clear　all　aspects　of　some　medieval

graveyards　in　Uda，10cated　in　the　southeast　mountains　of　the　Nara　Basin．　In　addition　to

these　graveyards　which　fell　into　disuse　at　the　end　of　the　Medieval　Ages，　there　remain

in　this　region　other　graveyards　that　have　been　continued　in　use　since　the　Medieval　Ages

until　the　present　day．　The　author，　in　this　paper，　integrates　these　two　types　of　graveyards

and　examines　the　process　of　development　of　the　funeral　and　grave　systems　in　the　Uda

Region　in　the　Medieval　Ages．

　　Examples　of　graveyards　the　overall　image　of　which　has　been　clarified　through　excava・

tions　and　investigations　are：Tanihata　Graveyard，　Dai6yama　Graveyard，　Yukit6ge－

minamiyama　Graveyard，　Noyama　Graveyard，　and　Shimenzaka　Graveyard，　all　of　Haibara－

ch6，　and　Chikuma　Graveyard　in　Ouda－ch6．　The　number　of　graves　in　each　graveyard

range　from　200r　30，　up　to　90；they　all　have　a　square　area　on　the　surface　covered　with

stones，　and　most　of　them　seem　to　have　had　stone　towers　such　as　gor鋤δ（gravestone

composed　of　five　pieces　piled　up　one　upon　another）or　box－type　stone　Buddhist　images，

erected　on　top　of　thos．　Underground，　beneath　this　stonework　are　crematory　graves　in

which　cremated　ashes　were　placed　to　rest，　facilities　for　cremation，　burial　graves，　etc．

These　graves　were　used　roughly　from　the　13th　to　the　16th　centuries．　There　were　more

crematory　graves　before　the　15th　century　and　more　burial　graves　thereafter．　Stone　towers

also　seem　to　have　been　erected　from　the　15th　century　on；from　the　15th　to　the　early

16th　centuries　gor仇zδwere　used，　and　in　the　later　16th　century　box－type　stone　Buddhist

images　were　used．

　　Among　the　medieval　graveyards　that　remain　in　use　from　the　Medieval　Ages　to　the

present　day，　the　graveyard　of　the　Okura－ji　Temple　in　Ouda－ch6　contains　30　to　40　small

go吻zδ，　and　the　same　lumber　of　box－type　stone　Buddhist　images　from　the　Medieval　Ages，

together　with　a　large　gor‘ηzδerected　in　8乃δ舵i正平6（1351），　as　a　general　memorial

tower　for　the　whole　graveyard．　Cineyary　urns　for　cremated　ashes　have　also　been　dis－

covered　in　this　graveyard，　which　indicates　that　crelnatory　graves　were　maintained　in　the

Medieval　Ages．　On　the　other　hand，40－odd　small　go励εδand　a　similar　number　of　box－

type　stone　Buddhist　images，　as　well　as　a　large　gor琉δin　one　corner，　remain　in　Nishigami

Graveyard　at　Nyudani，　Utano－ch6．　There　are　a　considerable　nulnber　of　medieval　grave．

yards　that　have　been　conserved　to　the　present　day，　and　in　the　Medieval　Ages　they　all

seem　to　have　been　sim輌lar　in　appearance，　content　and　character　to　the　excavated　grave．

yards．　It　is　also　considered　possible　that　large　goriηzδ　once　existed　in　the　medieval

graveyards　that　haveもeen　excavated，　and　that　such　large　gor‘ηzδwere　erected　as　the

synlbol　of　the　whole　graveyard，　before　slnall　gor仇’δwere　erected　in　the　later　Medieval

Ages．

　　All　these　medieval　graveyards　in　the　Uda　area　are　throught　to　have　been　the　falnily
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graves　of　local　warriors　and　inHuential　farmers　of　this　area．　Behind　the　fact　that　crema・

tory　graveyards　of　this　kind　came　to　be　administered　in　the　13th　and　the　14th　centuries，

there　may　have　been　active　approaches　by　lower　priests　of　the　R☆sμ∫砺律宗or　other

sects．　Later，　these　graveyards　gradually　changed　into　burial　graves．　In　the　later　16th　cen・

tury，　when　the　ruling　order　changed　with　the　O4α一7bッozo〃2ゴgovernments，　the　medieval

graveyards．of　this　area，　which　were　chiefly　comprised　of　graves　for　the　local　warrior

class，　faced　a　revolutionary　turning　point．　Most　of　them　were　discetinued，　and　were

integrated　into　the　newly－established　village　comlnunity　graveyards；some　of　them

changed　into　regional　graveyards　that　contained　the　graves　of　local　common　people．　The

change　was　from　graveyards　bound　by　a　blood　relationship　to　graveyards　bound　by　a

territorial　relationship．

the　village　seems　to　have　existed　before　the　Early　Modern　era　in　the　agricultural

of　this　area．　On　the　other　hand，　however，　ancestor　worship　through　the　erection　of　stone

towers　which　had　been　practiced　among　the　local　warriors　in　the　Medieval．　Ages，　spread

among　the　common　farlners；this　resulted　in　the　establishment　of　the　double　grave

system．

　　Along　with　the　reorganlzatlon　of　graveyards，　the　funeral　and　grave　systems　also

changed　dramatically；this　was　the　establishment　of　the　double　grave　sys．tem　in　which

the　body　was　buried　in　the　burial　grave　of　the　village，　which　was　separte　from　the

visiting　grave　of　each　falnily．　One　of　the　reasons　for　the　establishment　of　this　system

was　probably　to　restore　the　　　　　　　　　　　　　　e　disposal　of　the　body，　which　was

dealt　with　by　the　village　as　a　unit，　and　　　　　　worship，　which　was　carried　out　m

family　units．　The　tradition　of　disposing　of　the　　　as　the　part　of　mutual　aid　withm

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　villages
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